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課題と方法

一次聾品としての農林産物加工品、とりわけ原料生産を自焦力に依存することの大きい

林重の生産物・加工品は近代的商品としての規格性・均質性・安定性に欠けることが多い。

さらにこのような不完全性の発現はその商品の需給構造によって左右されやすいと考えら

れる。

外材の輸入が拡大し、買手市場に転じた鞍債のわが国木材市場において、 1970年代を中

心にして、 「良質材J加工産地化運動が展開した。そのなかで肢阜県東撞地方に埠を発し

た産地化運動は、東撞槍という新たな全国銘柄をっくり出したことが示す通り、もっとも

実体を情えたものであった。

この産地化も当初は地元産槍丸太の加工品の有利な販売を目指したものであったが、そ

の戦略として「精績な仕訳、乾農.2度換きJによる製品の高品質化を追求し市場参入に

成功した。

東謹槍の市場抵大はまもなく原木の棋給を量的限界のある地元産材から広壊集荷大型市

場である名古匡・小牧市場群にもとめさせることになった。

他方、担品の全国横断的な広場権通組縄が成立するにおよんで、東檀槍畢材工場は全国

各地に拡散成立するにいたった。東謹槍は不担期に入ってもその市視は好調を続けている。

このような東撞槍産地化は特定の地場、あるいは地域産出材と市場との結合を図る指向

とは対極的位置にある。市場参入を原木の良質性から製品の良質性あるいは高品質化に求

めるほど、 「地瞳性J r固有性Jから離れて「普遍性J r一般性Jを標め、またその実現

が全国的な原木・量品の広域大量捷通組織の整慣によって保証されるといった経過は、東

撞槍産地化運動が東轟槍規格への墨材商品水準の引き上げを含むわが国の木材加工・読通

構造の近代化あるいは完全化を一段とすすめる役割を担うものであったと評価される。

本研究はこのように東謹槍カ世来とは異なった底り立ちの銘柄材であることに着目し、

東量捨の商品世とその底立金件および意義について商品論的視点から考察を試みたもので

ある。考案の手慣は楓ね以下の通りである@

序章ではわが国林材婁の産量としての未成熟桂と、その一面としての製材品の商品とし

ての非近代性の実聾を明らかにし、東撞槍銘柄化の背景について分析した.すなわち、わ



が国の製材品はこれまで「事切れJ (量目不足) r不良仕訳J (不当表示) r未乾量J

I粗雑仕上げJがー量的であり、さらに後進地域の林材重ではこのため商契約さえ展り立

たぬという未成熟さを抱えていることを明らかにした。

第 I章では東轟槍の銘柄形底を担った主体を明らかにし、その役割を考察した。まず、

東撞槍がいつ(時期}誰(創出主体}によって開発さtL...それが従来のー盤的畢材品の欠

陥を克庫した別種の商品{高品質量材品)であることを明らかにした{第1節)。吹いで

東謹槍メーカーとしての銘柄形虞を担ったのは6社であることを確定し、これらのメー

カーがいずれも等質の商品を製造しそれを東撞槍として市場に送り出した歴史過程を明ら

かにした(第2箇)。

東擢槍の銘柄化は高品質商品をつくるメーカーの役割白みでは実現しえず、それに相応

する販売組織・読通担当者が必要とされたのであるが、このような捷通の担い手の成立・

組織化とその担能について考察した(第3節)。

第E章じは東撞桔の貴極的基盤・原料的基盤とその供給組織を明らかιし、呆轟槍が特

定の原本供給地域から離h.-.車謹槍メーカーが全固化する過程について分析した.

まず、東轟槍が戦後の新しい直木撞通機構である原本市売市場を基盤として成立したこ

とを明らかにし、それカt特定の地域林木責轟佳存を急速に低めていく契機となったことを

分析した(第l節)0 さらにその延長上において、東海地区原本市売市場が東謹槍メー

カーにとって最適の機能をもっ原木候蛤組織として転換し成立する過程を分析した(第2

節)。

さらに、この高度の機能を備えた原木・製品市場組織を背景として、 1970年代後半にな

ると東謹槍メーカーの全固化が蛤まるが、それは星材部門にとっての環境条件がいわば

「挽けば売れる」時代から差別化時代という鞍接の木材市場を画する構造変化が背景と

なっていることを明らかにした(第3箇)。

第田章では東準拾の商品的特置について分析した。東撞槍は従来の一世的製材品とは対

極的な『歩切れなしJ 良心的な仕訳J r乾農J rきれいな仕上げJという商品的特質を

情えることによって、差別化商品しなったことを明らかにした(第1節) 0 また、従来の

銘柄材が原本のクオリティに依存した銘柄であるのに対し、東謹槍は製材品を高品質な商

品とすることによって虚立した新しい銘柄であることを考案した(第2節) 0 

終章では東謹槍銘柄のもつ商品論的意味について考察した。すなわち東謹槍を高品質商

品として生産し販売するという明確な目的意畿をもった近代的企業経営群によってつくら

2 



れた近代的製材商品の龍生であること、さらにそれはヒノキという特定樹種や、柱角と

いった特定の材種に限定されることなく、広い広がりを示す傾向を考察した.

なお、本研究に闘する従来の研究として、林重の産地化・組織化に闘する研究は末尾の

参考文献に掲げたが、そのうち、とくに東濯槍については以下白2論文を代表させること

ができょう。

大内幸雄、 『株主の産地形成に関する研究』、梗阜大学塵学弘昭和町年

椋進、 r r鞍控型Jの産地構造』、株主経済、昭和田年5月

これらの研究はいずれも特定の地壌に基点を置いた産地化、あるいは原木銘柄産地化運

動の倒面に隈らtL..本研究で着目したような聾材商品の革新としての倒面を見落としその

分析を欠いている。このため研究が一過性の地域研究、あるいは歴史的研究に止まり、 19

70年代の産地化運動が現在のわが国木材市場構造の変革につながるインパクトを与え続け

ている意義を把握不能にしてきたと考えられるのである.
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序章新型材商品・東謹槍底立の時代背景

わが国の林圭林産量を対象にしたはじめての『林葉白書J (r田和語年度林業の動向等

に閲する年次報告J)はその捷通対壊の重点項目として「林産物取引の近代化Jをあげ、

そのため「日本震林規格J (J A S)の I普及の融底J 044頁)に取り組んできたと述

べている。これは40年度、 41年度の『林重白書』でも連続してやはり同様に躍り返さh-.

さらに r42年度林業白書』では「林産物取引の合理化Jのところで、まず林産物の「商品

性の向上Jを図ることが重要であることをうたい、その具体的措置として f従来の用材の

日本最林規格 (JA S)をJ改め I嚢材の日本農林規格および製材の農林規格に区分して

新たに制定しJ r畢材{桓類、ひき割類、角頚および耳付桓)については、品質の改善と

生産および擁通の合理化を困るため、格付検査を行う畳語格付根闘を設置した」といって

いる。

大上段にふりかざした項目の中身が、なんと商品性の向上、煮つめてしまえばJASで

しかない、というところに日本林材業の体質がどのようなものであるかが雄弁に語られて

いる。要するに「林産物取引の近代化・合理化Jの最大の課題は、歩切品をなくし正量取

引の実現を図ることなのであり (JASの普及}、このように極めて伍水準のこと方審題

になっているのである.そこで『白書』がこういう課題を掲げなければならない背景、す

なわち全国的な歩切れの常態化を楓躍するために、代表的業界紙の一つ『日刊木材J ( 

『日刊木材新聞J)から歩切れに関連した見出しのいくつかをひろってみると、却年代だ

けでも目下の通りである。

「歩切れを無くする法ー一行きつく所まで行かせるか一一J (31年10月訂日}

I歩切れ注文慣行、市場倒の協力要望J (泣年5月28日)

I歩切れ品まかり通る、呼啓も混乱、宙に淳いた量林規格J (お年9月19日}

「歩切れ論議とか廿て一一昆ととく・音あれどミなしJ (34年4月3日}

「要望される歩切れ対筆一一時代おくれのごまかし商ない一一J (34年4月3日)

「決めては空気売り一寸主しい悪循環をどうするか一一J (34年9月13日)

Iつかみがたい在庫量一一歩切れ慢性化で帳曹の混乱一一J (34年12月8日)

「買わなきゃいい一一十年一日の歩切れ対策一一J (お年4月却日}

I一斉に歩切れ停止を一一メートル乗りかえを揖に一一J (お年7月7日)
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36年1月のメートル制施行を機に、歩切れを一掃しようという声があがったが、しかし

結果は、

r r正量推進』足ぷみ、羅われる誠意J (36年1月18日}

『メートル法に便乗の歩切れ品が横行J (36年7月28日}

という様子で結局かけ声倒れに経り、その後も相変わらず、

「やる気があるのか正量取引、相変わらず歩切、れ横行J (38年11月10日〉

「歩切れ七割の現実一一正量運動のむずかしさ一一J (39年5月8日)

という状態カ精し

30年代に入ると東京都林務課カf東京市場に集まる墨材品の正畳実態調査を継続的正実施

している。その中から舛材が本格的に入り始め、また東謹槍が登場する頃の39年春の状態

を具体的データで示そう。表。 -1、表0-2、表。 -3がそれである.全体の「不良」

{歩切れ)品宰は32.6%、とくに厚さのそれは7割以上という高きである。付売、市売別

では前者がお.4%、徒者カ吉国.8%と市売より付売白ほうが悪い。ただしこの調査では一件

につき、一部位(厚さなら厚さのみ)だげを計測するので、もしその一部位が許容限度内

の歩切れ宰であれば、たとえ他の部位が歩切れであったとしても正量品に教えられてしま

う。したがって本当の歩切れ宰はもっと高くなることを指摘しておかねばならない。

表0-1 市場別不良材混入率(昭和39年)

調査件数 良 不良 比率∞
一一

木場付売 11， 148 1，207 3，941 35.! J 
市売市場 10.剖O 7.印9 3，231 

資料:東京都調べ
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表0-2 都道府県別不良材置入宰(昭和泊年)

調査件数 良 不良 比率∞ 調査件数 良 不良 比率α)

全国 21.9田 14.816 7.172 32.6 三重 前2 5飽 部4 30.6 

北海道 滋賀

青轟 1.お8 回6 幻221.6 京都

岩手 1.299 974 泣520.9 大臣 15 11 4 26.7 

宮城 102 59 43 4.2.9 兵庫

駄目 4.怨3 3.031 1.笥2 泊..t 奈良 1.∞5 回2 沼5 36.5 

山形 制7 臼2 215 24.6 和歌山 2，201 1.452 755 34.2 

|福島 1.709 1.1お 573 お.5 鳥取

|茨域 5叩 招6 213 35.6 島担 制 日 自 却.9 I 
t 

: 栃木 910 関2 却831.8 岡山 42 18 24 5'7.1 I 

' i群馬 4ω お4 175 42.8 広島

埼玉 312 247 日 加.8 山口

千葉 1担 131 61 31.8 徳島 106 41 日 61.3 

東京 l倒 173 21 10.8 香川

神奈川 愛媛 1お 1佃 17 13.6 

Il断書 高知! 回1 423 l団 54.8 

富山 部 45 回.52.6 福岡;

石川 印 40 加 l33.3 加 12 8 40.0 

福井
4 

10 ! 長崎| 1叩.0
' 
L 

山 製 関 前 お 25.6 熊本| 183 147 I 36 19.7 

長野 1 却1 お2 69: 22.9 大分j お6
事

1印ト 126 54.8 
E 

世 阜 印 臼 6 i 10.0 宮崎 7 100 制 14 16.0 

静岡i回7 3部 沼1/<<.1 間島l478 10.0 

資料:東京都調べ
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表0-3 部位別不良材混入事(昭和泊年)

調査件数 良 不良 比率∞

総数 21， 9回 14.816 7.172 32.6 

厚さ 6.目。 1，&30 4.740 72.1 

幅 8.訂3 1.212 1.361 15.9 

長さ 6.845 5，774 1.071 15.6 

資料:東京都調べ

轟田学氏は38年に愛媛県の製材品の大匝市場における評価を調査している.つまり出荷

する倒からの追跡調査であり、いうなれば出荷者倒の自己認識といってよい.それによれ

ば『愛媛県製品はー陸に表示したマークと中味が品章、規格とも一致せず、挽き肌カt悪い.

・・愛媛産ヒノキ 3.5角は土台と柱の区別がつき難〈、・・・・郡中((M;ゅう〕パタ角は歩切

才L、丸味、著しく使用価値が極い。 J (注1)、と「歩切れJと「不良仕訳Jの実態を明

らかにしている.

(注1) 愛媛県農林水産部林政謀愛媛県林業労蕃問題研究会『量近の愛媛県林量生

産をめぐる諸問題J (昭和39年6月)91頁

このように歩切品は産地の有名慎名{先進地・後進地}を間わず、また付売、市売の到

なく全国に蔓延し、歩切品頭売が『通常の営重収益の韻患になっているJ (前掲抵35年7

月7日}と指摘される程であった.そして事実、業界からは f歩切れ反対なんて産地を設

すものだJ (前掲紙同)との主聾が堂々となされていたのである。次にその実態を、いわ

ゆる先進地についてもう少し具体的にみてみよう.

まず『歩切品といえばイコール天竜材J (r日刊木材』担年2月23日号}とされる註ど

有名な「歩切れの先進地J (前掲抵35年4月却日号}天竜の場合である。

天龍産地の一読工場は換マークで六分板割が五分五厘、八分板割が七分五厘、一五X

一三タルキはー厘切れ等の具合・・・・(前掲抵幻年9月19日号)
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たとえばその一読メーカーの一つ「カク天Jに対し探川木場問屋の「京梅商庄1は

しかしカク天はケシカランね一一四分五厘の註文に四分J¥l重のマークをつけて寄越し

たよ... . .カク天などは小売相手が多いから歩切れオーケー高値結構で売っているが、こ

れは仲買節がボイコットしないことには駄目だね(前掲証泊年6月22日号}

と断じている。また、横浜連合木材市場の買方の一人斉藤春吉氏も、

天竜筋の一二×一三分に対する一-x一三は、もうからんから、歩でモウケょうとす

る考えなのだろうが、それ自身が不正行為であろう.

という。しかし歩切品の樟行は決して生産する倒の一方的行為ではない。いやむしろ吹

の座訣会記事が物語るように市場・問屋倒が産地倒にはたらきかけ積極的につくらせる場

合が多かった。これについてはあらためて触れるが、ただしその結果の汚名だけはつくら

せた読通章者の倒にではなく、かならずメーカーおよび産地に帰せられるのである。

司曾 近頃市場で天龍材の中にも棲甲板、六分短割、二分三厘、木ずり等歩切れ品が散

見されるということですがこれは天麓材の声価をおとすものですから充分に御注意

匝いたいと市場の要望です、この点に就いて翻意見をお顧いしましょう。

一同〔天竜メーカー〕 夫々の工場のマークにかけて日本最林規格を厳守しています、

少なく共こ』に出席している私達は・・・・

司曾若し市場から買手が承知して歩切れ品を註文したら如何しますか

末永理想論としてはそういう注文は受けちゃいけないが現実の問題としてそうかたい

事許り言ってをられない場面があるかも知れませんね

西尾伊藤若し歩切れ品の注文を受げなければならぬとするなら、片方ではマークの

信用維持という問題がありますから替えマーク{注2)を使うより手がありません

でしょう(前掲紙「ニ俣座談会探川問屋に期待するJ27年2月19日号)
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(注2) メーカーが意識的に不良品を売ろうとする場合、自社本来のマークを付けた

のではメーカーの信用に傷がつくのでしばしば「替えマークj をつくり、いわ

ば製品の身元カ明れないようにした。

歩切品生産の常態化はまことに滑稽な問題さえ引き起こしている。

ここ一、二年来天竜地区のみならず、貨車事情の悪化は全国的な問題として取り上げ

られる。最近とくに配車不円滑となり、また運賃値上げなどが話題となっているだげに

霊界におげる輸送の多くはトラック使用が目立つ.なかでも大消費都市東京を中心とす

る近県地区では圧倒的。天竜地区では本年に入って東京向け全輸送量の三分の二はトラ

ックで残り三分のーが貨車住用。昨年あたりまではこの反対であったが、貨車の場合、

申請して早くて四、五目、遅れる場合は一週間位かかり、時間的に拘束される市売出荷

の場合はとくに不恒を感じる。こうしたことから石当り二~三0円見当しか違わぬ(貨

車の場合二00円、トラックの場合二三O円見当}ならといった見方からトラフク輸送

が尊重されるわけである。ところが、トラック輸送関係でもフル運転だけに、配車が間

にあわず、最近非公式に石当り五0円{東京一天竜間現行二三O円)がたの値上げを要

求しており、関係章者をあわてさせている。天竜地区は佐久間ダム建設以来、有名な

‘天竜笹擁し.が全面的に出来ずここ一、二年来原木の掻出はトラックを使用、数あるト

ラック台数も不眠不昔、となりそこへきて最近の控科高から、やむなく自動車会社の値上

げとなったものである。だが・・・・天竜材は市売、付売向けとも小角モノを除いては総体

的に歩切品だといわれ、またなかぽ常識化さ才L トラック一台五十石つんでも実石数は

四十五石見当しかなかったが、トラック運賃白み明朝枝通りの五十石で支払っていると

いう事実である.それがこんどの値上げに際して、業者のー官官に、相手がそのような態

度に出るなら実数石でいこうといった強硬な態度もみられる。(前掲証「天竜のトラッ

ク運賃階上げをめぐってJ31年12月19日号}

運賃については表示す法通り、すなわち‘空気'分にも支払っていた天竜メーカーたち

がトラック輸送業者の値上げ要求に封し、今度は『実量取引Jを主聾して対抗しょうかと

いうのは二重の皮肉といえよう。
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知論「歩切品は単に天竜のみならず、全国各産地にみられJ (前掲紙32年2月23日号)、

それは今日「良質材産地」の最高峰の如くいわれている吉野とて例外ではなかった。しか

も歩切れと同時に不良仕訳も横行していることを、ほかならぬ吉野の場合でみてみよう.

金子和三郎(東京杉並区伊勢和材木底) 吉野は困りもんですなあ、昨年十月、十一月

に一車宛送って来た品物には非常にプムラや挽きムラが有って、植が上っている時だ

から、主慢して金を揖ったが、十二月に送って来た物は使い物にならない様な、いわ

ば倉庫の残品みたいな物で棲甲甑なんか二枚にくっついて離れないのがあったですよ

、丈二の角が四すも腐って居る、四分拒割に十一尺だ白十七尺五すだのまるでお化げ

のような物が入って居る。それもい弘、それもい、がそれだのにすぐ速達で買増しし

ろと云って来る始末、十一万円が十三万円になった、あんまり腹にすえかねたから品

物を見に来いと云ってやると、 「今は座って居ても現金で貰れる時代だ、それにヒマ

が無くて東京に行かれない、概草で金を送れJ乙孟返事です あきれたりれども一万

円ばかりの運賃を入れないで送ろうと思ったが、うっかりしてしまって運賃を引くの

を忘れてしまったので、すぐその旨を云ってやったが今だに何とも云って来ません

、まるで何とかに追銭と云ようなもんで・・・・(前掲甑 I山ノ手座談曾(二)Jお年4

月21日号)

萩野隆司{新東京木材商協組理事長) 実は、こういうようなことも聞いています。と

いうのは吉野のサクラ印ですよ.吉野の名材なりということを闘って来ておる訳だが

、固くところによるというとこれは仮りマークとして値段をカパーして貰いたいとい

うような手を相当憤っている。今聾々の取引されている範囲ではそういうようなこと

はないが、大分こんなものがあって苦々判らなくなっていますが・・・・併し多数のもの

は知らないで買ってしまうこともあるので危なくってしょうがない。

平松進(豊島区平松材木庖) 実際吉野ものは特に投物は市売では買う気にならないね

。等親といい、仕訳といいおっかなくて買えない.

萩野(前出) 私吉野へ行って見てきましたが、これは荷主の罪だ。まァ物をみてそれ

ではというのでやって送って貰った。ところが、とんでもないものが来てしまった.

小節であったものが、二十五本中満足なのは九本ばかり、約三分のーしかない.それ
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で非常に問題になって言ってやったo (前掲紙「小売座談会2Jお年1月7日号)

以上のことから、われわれは先進地でさえ『歩切れJ r不良仕訳Jがひどかった、とい

いたいところである。しかし、実は先進地のように『歩切れJ r不良仕訳Jという、物自

体の悪さだけで済んでいるのは、まだましなのである。事態はもっと探刻である.すなわ

ち先進地と後進地の違いはもっと別の次元で現れる。

伊藤三九(中野区錯幸木材也) 一寸値上りすれば荷物は来ない、今日みたいになると

顧みもしない物を送ってくる、こんな事はとても困りますな、紳士的に契約を雇行し

て歌しいですよ

前田英二{新宿区前田木材皿) 表域、福島なんか東北方面の荷主は知事が全く契約に

ならない、まるで子供みたいなもんでいい方へ平気で行ってしまう

福田芳蝿(桓橋区福芳材木庖) 皐が一番雄な恩をしたのは東北のある工場なんですが

、去年の幕のことです、五0車もストックを持って居て三す五分角だけでも五車も六

車もあるんですが自分の思う値でなければ貰らんと云うのですな それで止むを得な

いで云ひなりに買ったんだげど麗ら待っても一向に荷物カ喋ない、一車も著かないん

です、東京は値上りで荷が盤しいものですから出か廿て見ると、五0車も有ったスト

ックが半分になっているんです、どうしたのかと固くと 高〈買う人があったからそ

ちらの方へ買ったと云う返事です、あとで判ったがこ白荷主は凄い財閥でこのような

相当な立場の人がこんなことをやっている、いかに商業道躍のスタれた今日とは云え

あまりに非道いもんです(前掲紙「山ノ手直接曾{二)Jお年4月訂日号}

なんともすさまじい世界ではあるまいか。林材業界の中でもとくに商取引上のモラルが

低い後進地では、商取引の前援となる難甘さえいとも簡単に破棄される.言い換えれば、

佳進地はいわば『地壊リスクjが高い昭である.これに比べ先進地は

前田(前出} 天竜の荷主は値段もいいかわり契約は実行しますよ{前掲証「山ノ手直

設曾{ニ)Jお年4月幻日号)
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とー応その心配はない。

日上のことからも想像できょうが、閉じく~切品ではあっても先進地と後進地のそれと

では、前者がいうならば安定的歩切れ後者が由雄歩切才工、という質的な差異がある。先進

地の場合、歩切れは明確に I意識的歩切れJ (前掲抵29年5月24日号)として行われてお

り、寸法のバラツキは小さい。たとえば3す5分角表示のものなら3寸3分角に描えると

いった具合に、す法にそれなりの安定性がある。この場合、当黙歩切品の出現頻度は1∞
%となって表れる.これに対し後進地ではす法規格意識そのものが低いので歩切れの程度

は区々だし、そのす法の乱雑さゆえに正畳品が偶燕混じってくる。その結果として歩切品

の出現率では、しばしば後進地のほうが先進地の場合より伍くなる。そして買手にとって

はまだしも安定的歩切れのほうが安心なことはいうまでもなかろう。だから歩切品宰だ貯

を取り上げて「良J r不良」度を論じるのは片手落ちといえる。とはいえ先進、後進とは

いっても林材業にお廿るそれは、この次元にお廿る差異なの、である.

ここで想起されるのは、初年代後半から4C昨代初期にかりで、教祖的といえるほどの指

導者として製材章者たちに迎えられた匝井英人氏(当時千葉工業大学教授)が、商取引は

「イン・ロー」でおこなわなりればならないことを力説したことである(たとえば前掲証

38年7月7日号) 0 確かに林材業界というのは、阪井氏にそういわれるほど『アウト・

ローJ rノー・ローJ (直井)の世界であった。

ともかく、先の『白書』ではそこまであからさまに述べられていなかったが、このよう

な次元で「林産物取引の近代イヒ」が大問題になるのが、わが国の林材重なのである。

さて、極端な「歩切れJ r不良仕訳Jが損行したのは、却年代末までの木材需給閤保の

逼迫が背景になっていたことはいうまでもない。だから3昨代後半からの外材輸入の本格

化によって需給ギャップが緩和されたことは、事態を改善させたことは確かである。しか

しそれはあくまでも改善であって問題自体がなくなったのでは、まったくない。つまり総

体としていえば、 「空気売り」を利益の謀長とするような商法は{とりわけ大都市市場か

ら)大幅に露をひそめたとはいえ、歩切れ・不良仕訳品の生産・読通は、現在に至るもわ

が国林材霊の最大の課題であることに変わりはない.

なお、外材製品にも言及しておくと、こちら白場合は不良規格品の樟行という形で問題

化しており、要するに基本的には歩切れ・不良仕訳問題と担は同じである{原料カザト材に

替わったからといって、作り手は変わっていないのであるから当たり前といえば当たり前
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であるが)。たとえば外材製品は「多少とも‘ラフーに扱われてきたことで、荷ごしらえ

が内地羽柄材砥ど整っていないうらみがある』との指摘からも、それは窺えよう(前掲紙

41年9月28日号)。

さらに輸入米材型品についていえば、それはもっとひどかった。それは聾品とは名ばか

りで、事実上は半製品として扱われてきたことは周知のことである.そして近年かなり改

善されてきたとはいえ、いわゆる「現地挽Jは「ゴヒラJ (正角であるべきが正角でな

い)というのが、いまも常識なのである。

「角車、葦松江商、横浜木材の三社がマクミラン社から輸入した米ツガ四吋角のラファー

ヘッドの三面仕上げ材60万BMがこのほど東京港木材専用ふ頭{十五号地}に初輸入さ

れた。・・・・これは従来の四吋角のす法がバラツキが多く正角でないという欠点を解摘する

ことによってイメージアップを図り云々」

との53年4月8日付『林材新闘』の記事も、その実態を示す一例である(下線は薮)。

要するに外材輸入の本格化佳も、わが国で生産・擁通するー盤的製材品は従来と同一範

暗に属する商品性の低いものだったのである。だから r47年度林重白書』も I木材捷通に

関連する事項として正量取引きと、木材擁通靖費改善対東事重をあげることができる。正

量取引きについては、以前から歩切れ問題として関心のもたれていたところであるが、 46

年に、公正取引委員会においてとりあげられるに及んJ (49頁)だと特記しなければなら

なかった@

歩切れ、つまりは量目不足を承知で甑売するというのは，悪笹商法，詐欺まがい商法と

指弾されても当然の行為である。だからこそ『白書』も述べているようについに公正取引

委員会が乗りだし、 「歩切れj および「不当表示Jを問題とし語、 46年と続げて全木連

(全国木材組合連合会)からの事情韓取を行うとともに東京本場の立ち入り調査を行った

のである(注 1) 0 

(注1) その槙樺を、たとえば必年6月1日付『日刊木材』は一面トップで伝えてい

る。

以上、わが国のー盤的畢材品の現扶をみてきた.そしてとりわけ本格的に外材が捷入す

る40年頃までは、星材品の商品性の憶さ、木材取引にお付るモラルの位さ等が最も掴置を

極めていた。こうした中で従来の製材品とは対極的な、まったく新しい商品として車温槍
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が壷場するのである.
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第 I 章東撞槍の開発と販売組躍の形属

第1節新商品の開発

肢阜県加茂郡七宗町の製討章飛車車}IJ(飛騨川木材}の東謹槍創出者としての歴史は、昭

和31年に始まるものとしてよい。この年飛騨川は事実上倒産し、経営者が交代する。債を

受貯て飛騨川の経営を引き纏いだのが、同じ白川町の畢材章丸七{丸七木材白川口製材

所)の社長杉山幹金氏である。杉山氏は丸七の代人として同祉の原本仕入れを担当してい

た葦辺政郎氏を飛騨川の工場長に任命し、飛車草川再建の指揮を委せた.

倒産抗警になる前の旧東騨川は墨画工場であったが、丸七がその製画部門を飛騨川に移

したので、やはり飛騨川は旧来同様墨画工場として再出発した@飛車川の軽替には、お年

度から却年度にかけて丸七に出荷された聾品の出荷額が、仕組駈・建筆材別に明示されて

いる(表 1-1-1)。これによれば36年度までは対丸七出荷の過半が仕組板で占められ

ている。それに対応して仕入原本白樹種も仕組板向き白語、躍が多かった。

表 1-1 -1 飛騨川の丸七への出荷材の内訳

泊年度 3.i 年度 35 年度 36 年度 訂年度 担 年度 担 年度|
国一一一 一

建築 8，7弘期 12.314，7臼 12，訂5.667 1.110，515 15.314，200 10，2招.522 5，泊5，叩21
一一一一一一一 ーーーー一一一

材 33.3 48.8 43.6 38.3 臼.9 71.2 51.3 
】一 ~- 一一一 一一一一 -圃「可申-唱・，-・・-唱・.・唱-司恒国固-司-唱E・E・ーしー 4 

仕組[1.572，834 12.944.田g16，舵7.お712， 538， 1~ 8.幻9，回1 4.151. 467 4，018.釘oI 
F一一一ー-一-- 且咽--且~，四国同'‘- --ト『圃・ 4守司-- 一且--ー--唱・・・・4 司圃圃邑ー 圃園町・・・ --"-司--- -ーー ーー-ー， 一
恒 66.7 51.2 56.4 61.7 35.1 28.8 i 42.7 
合計部，お5.233お.259，722盟.4凶，回4加.308.71123.国3.7町 14.4凹，捌19.41叩 2I 

∞.0 I∞.0 1∞.0 1∞.0 l∞.0 1∞.0 1∞.0 

資料:飛騨川木材『仕入台帳」より

注 :上置は金額(円)、下段は割合(%)

30年代後半に入り飛騨川の主量品は、仕組拒から次第に建築用材へと移行するo~

~山氏は車木・製品の複式市売市場として名古匡に設立された東洋(東洋株主東洋木材市
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場)に浜問屋 f丸七白川口市売木材jを設け、吹いで沼年には春日井(愛知県}に小売部

門「白川口木材Jをつくるが、これと平行して飛騨川はこれらのいうなれば兄弟会祉に建

築用材を出荷するようになるからである(目下丸七の問匡部門を白川口浜、小売部門を白

川口木材と略す〉。

飛騨川の地壇別腫売額の推移を表した表1-1 -2によって、お年度から却年度の愛知

県への出荷動向をみよう。この聞の愛知県への出荷そして聾品市売市場への出荷は，白川

白浜に対してのみである。白川口誤への出荷のウエイトは初年度(お年度)の5ヶ月間

{注1)ですでに訟出荷額の一割強に達し、翌年度には3割弱、訂、 38両年度には約4割

と伸びてきている.このように塑品市への出荷とともに、徐々に製画製討から建築用材聖

材への移行をはかった飛車草川であるが、経営の自立的な展開は容易にはすすまなかった。

(注1) 東洋の創立はお年11月であるから、お年度の出荷期聞は5ヶ月である。

表l一一 1-2 飛騨川の地域周年度別車売額の割合(，，)

神奈川 東京 愛知 ーを阜 静岡 大臣 滋賀 山梨 都府県計 地場直需 合計

お年 11.6 11.6 部.4 1∞.0 
お年 28.3 28.3 71. 7 1叩.0

訂年 1.3 39.4 40.8 59.2 I∞.0 
却年 3.2 40.7 43.9 56.1 1∞.0 
泊年 28.0 1.4 4.9 0.6 17.8 52.7 47.3 I∞.0 
40年 21. 7 19.6 2.3 1.6 18.6 6.5 70.2 29.8 1∞.0 
41年 お.5 12.8 3.5 1.8 加.3 4.3 78.2 21.8 1∞.0 
42年 26.6 3.0 17.3 1.6 24.3 72.8 幻.2 l∞.0 I 
43年 23.9 13.2 16.0 3.0 幻.~ 回.5 16.5 1∞.0 
6年 4.4 10.8 18.4 2.9 却.3 16.5 位.2 17.8 1∞.0 
47年 2.9 20.4 15.6 2.2 14.2 5.4 11.7 0.8 73.2 26.8 l∞.0 
同年 11.0 却.9 16.2 3.0 10.9 8.0 6.3 1.1 77.4 22.6 1∞.0 I 

資料:飛騨川木材「売上台帳j より
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表I← 1-3が示しているように、原本仕入れの相当部分を親会祉丸七に依存せざるを

えない状態カ報き、丸七依存を脱したといえるのは泊年をまたねばならない.表1-1-

4によれば、製品販売にお廿る丸七依存はさらに高い.担年度までをみると、親会社丸七

への出荷額は最も低い34年度でさえ総出荷額の日.8%に達している。またその後白川口長

と白川口木材ができた佳も、これらを含めた要するに丸七ルートによる販売依存が、指年

度までを通じ楓ね70'"即%台という高い割合で続くのである.飛騨川が丸七への販売怯存

から脱するのは、原木仕入れの場合同様やはり泊年からである@すなわちこの年から飛車草

川は経営的自立を蛤めるのである。そしてそれを可能にさせたのが新しい商品の開発で

あった。

表1-1-4 丸七ルートへの製品甑売依存度(%)

丸七 白川口浜 白川口木材 丸七Jレート計 その他 合計|

31年度出.1 83.1 16.9 

担年度 77.6 77.6 22.4 100.0 

お年度 78.9 78.9 21.1 100.0 I 
34年度白.8 日.8 34.2 1∞.0 I 
お年度開.9 11.6 70.5 29.5 l∞.0 i 
部年度 42.2 28.3 70.4 29.6 1∞.0 
訂年度 45.4 39.4 部.0 15.0 肌 oI 
沼年度 21.8 40.7 13.9 76.4 お.6 l∞.0 
泊年度 12.9 4.9 7.7 お.5 74.5 

40年度 13.6 2.3 15.9 制.1 1∞.0 

資料:飛騨川木材「売上台瞳」より

註 :四捨五入のため計と内数の合計は必ずしも一致しない.
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表Iー 1-3 飛騨川の原木麗人における丸七への依存度

丸七依存率(%) 仕入れ訟額(円}

お年度 担.2 お，日2，脱 (I∞.慌)

幻年度 25.0 46，341，936 (I∞.侃)

指年度 24.6 57，田9，1回 (I∞.0%) 

四年度 0.8 61.関3.1日 (I∞.邸)

40年度 2.2 1邸，町3.369 (I∞.慌)

資料:飛騨川木材「仕入台帳」より

飛騨川の市売出荷開始=主製品の建藁用材への移行とほぼ期を同じくして、わが国への

本格的外材撞入が始まる。すなわち36年の木材価格の高島を契機とする米材、ソ連材等の

本格的輸入開始は、国産材と競合性の強い舛材をわが国木材市場の申に急撮に謹選させた.

これによって材価の高騰は鎮静化し、しかも鞍棲初めてといってよい長期的 (41年半ばま

で)材価安定をもたらしたので{表1-1-5)、従来までのような材価上昇に慣れきっ

た経営を続けてきた多くの聾材メーカーに与えたショックは大きかった.丸七は名古屋市

周辺， とくに江南市や一宮市といういわば新興住宅地に販売先の大工を多くもっていたが、

外材との受注競争に嘗てないという事態もしばしば起こってきた。こうした環境変化に対

する危機感から、丸七は当時製材経営のコンサルタントとして教祖的ともいえる存在で

あった阪井英人民の提言を受け、槍のフローリング生産へと転換をはかるのである。

一方、飛騨川は丸七とは異なった選択をする.葦辺工場長は柱角生産路舘を打ち出した

のである。しかし柱角生産を主にするという発想は、当時はあまり一般的とはいえなかっ

た.すでに序章で詳述したように、 「利は空気にありJとする風湖が最も酒量を極めてい

たこの頃は、より多く空気を売り安いパタ角や割駒は利幅が大きいが、柱角は空気売り部

分が少なく利幅の小さい品目とみられていたからである.しかも麗辺氏は柱角生産路緯を

選択しただけでなく、その柱角を従来の量材晶とは質的にまったく異なる新しい商品とし

て里遺したのである。
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表1-1-5 木材・同製品卸売物価指数の対前年比の推移

年次 卸売物価総平均 木材・同製品

昭和35 101.1出) 1叫.7∞
36 101.0 120.8 

37 98.3 l∞.7 
却 101.8 102.2 

39 1∞.2 101.1 

40 100.8 100.2 

41 100.3 111.4 

資料:日本銀行『卸売物価指数j

註 r昭和4詳度林業白書J(42頁)より

第一に歩切れのない正量品、というより歩増しをした皐品をつくった.つまり住宅を建

てた時の仕上がりす法の時点で、正量になる製品をつくったのである.また仕訳のごまか

しが撞行し、製材品の等紐表示といえば丸身があっても正角、節があっても無節と付げる

のが当たり前のやり方に対し、ごまかし仕訳を排除し買い手が等組表示をみて安心して買

えるようにした。第三に極めて画期的なことといってよいが、製材品の乾農を実施した。

叢辺氏の行った方法は、はじめに目的の寸詰より大きく挽いたものを乾燥させた設、それ

を仕上挽きするというもので、いうなれば f乾農二度挽j とでもいうべきやり方である

(注2)。

(注2) 乾農方法は当初天摂乾燥であったが、後四年代に入り同社はイタリヤのシー

プ社製乾農躍を導入し、針葉樹製材における人工乾農機利用の先鞭をつけた。

第四に製品の仕上がりを良くすることに特段の努力を払った@商品の価値がみた目すな

わち外観白良し悪しによって大きく左右されることは、一世的には常識に属しよう.にも

かかわらず製材業界においては仕上がりを良くーーみた目をきれいにーーするという品
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づくりは、ほとんどなされていない。そもそも『仕上げJという観念自体が極めて希語で

ある。換言すれば商品を生産するという意識が甚だ低い.こうした中で渡辺氏は墨付品の

型造過程の中に明確に f仕上げJという観点をもちこみ、その向上のためにに様々のこと

を実施した。

たとえば一つは「端切りJを行った.原木から製材したままの製品の木口はたいてい汚

れており、製品の長さも不揃いである。この星品の両捕を描えて端切りすることによって、

とくに立て並べた時に上端部がデコポコ醜くなることなく高さが一斉に描い、しかも打た

れた摺り込みの位置も崩い全体が整ったきれいな陳列にすることが可能となる。

二つ目に挽き立て後の製材品の「鋸屑落としJを行った。鋸屑をきちんと取り除いてお

かないと摺り込みがきれいに打てないし、また後で鋸屑が落ちてきた時の材面が日やけの

謹設のせいでまだらになってしまうからである。そしてなによりも鋸屑だらけの製材品は

みた目がきたないし、さらには買い子がそれを扱う時に不快を催させるからである。

三つ目は木口および長い四つの稜の『面取りJを行った。帯鋸で挽いた時に残る製材品

の木口や衰のささくれを取り除くことによって、材はきれいになり触れたり担いだりする

のに伴う不快さをなくし、買い手に軒印象をあたえるものとなる。

摺り判も外観の良し悪しを大きく左右する。護辺氏は字体が大きくかっ農種類もの摺り

判で討面全体を埋めつくすようなー接的やり方を採らず、摺り判のデザインは洗諒された

字体の小さ目のものを使用し、摺り判の教も必要最小限に止めるようにした。そしてそれ

を表示の位置がすべて揃うようにていねいに打った。

渡辺氏はこうしたやり方で星造した捨の芯持柱に「東謹槍」という看板(マーク}をつ

廿た。もっともこの東謹槍という呼称自体は、昭和泊年以前から、名古屋の章界筋で使わ

れ出していたものである。周知のように名古匡は木曾捨の掠通・加工の一大集散市場であ

るが、その木曾槍の産地は東謹(東美謹)地方を含むいわゆる木曾苔・裏木曾地帯である。

名古屋の霊界ではこの木曾槍地帯から産出する木曾槍(=官材)日舛の材、いわゆる民材

を「東謹材Jあるいはその槍材を f東謹槍Jと呼んでいたのである。要するに、木曾槍に

対する民材槍{人工林捨)の新しい呼蒋として、 『東謹槍」は使用され出していたのであ

る。

しかし債の銘柄材東謹槍は、 「東謹材Jとか「東濃槍Jと呼ばれていたこの木曾槍地帯

の人工林槍が銘柄化したものではない。この地域産材としての東謹槍一一いわば本当の東

握槍ーーは、とくに鞍設かなり早い時期から相当の量が名古屋を中心に出荷され(一部は
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東京にも出荷された)、その名も「東謹材Jとか「東畢樟Jと呼ばれていた(注3)。

f東謹材Jとも呼ばれていたことからも窺われようが、それは槍のみならず杉や松も含ん

でいたのである.しかもその評価は今日みるような最聾良の銘柄材とはまったく違い、せ

いぜい尾鷲材と肩を並べる程度のものでしかなかった.

たとえば却年10月17日付『日刊木材』は「東謹材東京に初入荷、尾鷲材にE寄るも劣ら

ずj と白見出しとともにo下の如く報じている。

f東濯材(桂阜県)といえば東京市場ではあまりなじんでいないようだが、名古屋市場

筋では尾鷲材に勝るとも劣らぬ良材として人気が高い.・・・・一口にいえばちょいとみた

目は尾鷲材とほとんど変わらないが、専門家にいわせると材にツヤがないというのが失

点だそうだo J 

したがって銘柄材東謹槍はこの地壊産材としての『車謹材Jや「東謹槍Jとはまっ士く

別種の物なのである。

ただ、上述のような事情によって、この地壊の墨材章者にとって木曾槍以外の槍材に

「東撞槍」という看拒{マーク)をつけるのは、ごく常識的な発想、であったとはいえるか

もしれない。ともかく渡辺氏は新商品の槍の主持柱に、 『東護槍」という産地名を冠した

看桓をつげたのである.

(注3) たとえば3伊手10月17日付『日刊木材』、 31年1月泊日付『名古匡木材通信』

等にその使用例を見出せる.

東謹槍という新商品の星造は、飛騨川の匝路にも一大変革をもたらした。飛騨川の再出

発当旬の主製品は墨画材であったが、お年名古直に東洋カ積立され兄弟会社白川口長が間

匡として拳加すると同時に、飛騨川はそこへ出荷するようになり次第にその比重を高めて

きていた.飛騨川の新商品はまずこの白川口長に出荷される.ところが飛騨川の意図に反

し、ここでは従来品に対するこの新商品の質の高さがそれほど顕著には評価されなかった

のである。

ζのような時に東軍事川は，白川口震と閉じ東洋の展開屋本田(本田木材、現本田一}に

よって、横長出荷の要請を受ける。本田は元々肢阜出身の章者で東洋創立と同時に展開匡
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として幸加していたが、積長に本社を有し首都圏の製品市売市場だ貯でも横浜連合(橿長

連合木材市場) r横誤木材市場J r東京中央木材市場J等白浜問屋として名を連らね、し

かも本田丈一社長(当時)は当時神奈川県問屋臨議会長を麓め、首都圏でも屈指の有力問

匡であった。飛騨川はこの本田に出荷してみることにしたのである.

もっとも最初から東謹槍を出荷したわけではない。飛騨川と本田はできるだけ運賃負担

力の高いものを出荷すべきと判断し、その結果例の伝統的銘柄材木曾槍を選択したのであ

る。詔年1月、飛騨川は関東に初めての出荷を行い、木曾槍の割角が本田によって樟岳連

合から販売された。しかしこの初出荷は失肢に接わる。表1-1-6から知りうるように

詔年1月の41万円の売上使、 3月上期にやっと26万円余を売り捌くもののその後はほとん

ど売れず、 4、5月の販売額はいずれも約2万円と有るか無しかの抗瞳に陥っている。結

局飛騨川が残った材を送り返させ、したがってその思売は5月をもって打ち切られてしま

つ。

表J-1 -6 飛騨川の対本田出荷の月別甑売額の推移 {単位:円}

羽 年 泊 年 40 年 41 年

l月 410，0∞ 514，加 2，713，8町 2，叫1，569
2月 442，415 1，942.926 2.200.却3

3月 275.697 1， 115，828 2，缶2.010 2.110，142 

4月 19，794 1，445，876 2，目4，幻5

5月 加，738 1.的8.056 2.219，日4

6月 2.124.1白 1，蹴，位。

7月 697.118 1，田9.919

8月 L 723. 7田 2，013，413 

9月 一 日5.317 L回0，部9

10月 846，196 1.剖2.お7

11月 1.臼4，臼2 1.841.484 

12月 1，863，545 1.676，民5

資料:飛騨川木材『売上台帳Jより

住 r -.1は実績なし
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両社はアイテムを替えてみることにした.そこで選ばれたの1J.唖謹槍である，翌却年1

月、かくして東謹槍が出荷されたのである.今度は両社の計画は予忽通りの成功をみる.

東謹槍は横浜連合に畳場とともにその前に買い方を設到させ、奪い合いで買われるほどの

人気商品となった.表1-1← 6、図1-1-1が示すようにお年1月以降、東撞槍は出

荷量を急速に増加させつつ缶月継続的に本田に出荷され始める.出荷量は7月にいっぷく

するまで急上昇を続け、東謹槍はこの半年間で確固たる地歩を固めたといってよい.だか

らであろうが、翌8月にはもう次なる市場拡大として沼津{招津木材市場)への出荷が開

始されている(図1-1ーし表1-1-7)"。つまり東謹槍の販売市場は横長から急速

にそれ日外の地壊へと広がっていくのである.かくして飛騨川の新商品白開発はついにJ&

功するのである。
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1-1 r飛騨JIIJの出荷先jJlJ・取引開始年月廟臨売顕の推移
ー
高荷先名 出荷地

取 Elお年度 36年度 37年度 38年度 お年度開始年同

ー

白川白浜 愛知 3s年11月
s.笛7，4虫 13，回，63420，433，344 お.胸.臼43，日12.【削
11.6 28.3 2且4 40.7 4.9 

お年1月
臨，679z'll3，倒2釦，437.249

事国木村 神蒼!III(~再9回年畠1 荷月) 1.3 12 28.0 

留意木村 僻岡 39年s月 一 13，位5，甑

市揖 17.8 

中央本材 自主 皐 39年12月
411，788 
0.6 

骸東木村 東京 40年3月 一 1.0:抱.邸!6
1.4 

掛岡本村
僻岡 40年4月

市描

東軍・植本
東京 40年9月

ー

量軍高E

大阪・盛瀬
大阪 40年10月

ー ー ー
画 g

大凪・晶ヰ
大阪 40年12月

ー

量量高信

.村産業 師同 41年2月
ー ー

蕗E本村 神奈川 41年s月 一 ー ー ー

岡崎・中央

本材市崎 量釦 4.1年9月 ー ー

日隼
神棄川 41年10月

相榎原
ー F 

指すモ?神1R川 41年10月 ー

主毘木村 神奈川 42年1月

材提木材 愛知 42年2月

取引開始が4z年

度以島の出荷先 ー ー

のト←タル

地喝直需販売
42，625，蜘 34，549.描 30，7∞，959 訂.刷.制434，S渇，7H
民4 71.7 59.2 民 1 47.3 

但品I眠尭甑 相.1民間48，1乱闘 51.820，(回 民例主13173，112.7初
1以l.0 1∞.0 1侃目 l∞.0 l∞'.0 

質問:r鍋廓川木村J幡市より

桂1:上般の単位は円‘下段は%である.
虚2:IW品のみの売上IfUであって干、プ事11含まない.
荏3: 35-37年度は畠JtのIII合土 千円未満を四捨五入Lた散値である.
it 4 :四捨五入のため ftl1 'i!・ず LL一政 ι~Ll.

24 

40年度

え珂J.245 
2..3 

24.7施、470
21.7 

14，194.158 
立4

1，7国.832
1.6 

15，978，132 
14.0 

6，訂正部
5.5 

6.373. 331 
5.6 

3，3箆，悦3
10 

4. !IZ2.怒4
15 

ロ1，“2
0.6 

国.脳，附

29.8 

114，冊，置
1∞.0 

41年座 42年度 43年度 45年度 47年度 so年度

Z偲，1345，7臼，開711.780.795 11，4伺，2953，四.72831，0丸岡

L9 3.4 5.8 4.2 0.9 5.3 

33.聞，187 21.蛍i2，D:五 231，695 』民7SO23，1仏 391
23.7 13.8 10.8 0.1 0.0 

15，128，50 27，5ol，7(2 訂.雌，lll2i， 921， 07J 36，例9，34635，花7，巴3

10.8 16. 4 18. 2 10.1 9.5 ι1 

2，5a.794 2，6ち.8786.195，臨 6.楓4955，民1，5164，50J，105 

1.8 1.6 3.0 2.4 1.5 0.8 

9，伎)3，7臼 3， 7ro，416 9，回J，担
色4 2.2 4.4 

3， 846. 723 7， ](忠41612， 425， 818 45，倶4，21117，1!瓜zn14，040，1臼
2..8 4.2 6.1 16.6 4.5 2.4 

8， 810， 982 1.191， 115 17，765，819 ー

6.3 0.7 且7

811，89唱
。司6

民お，7，促6
18 

9，お7，(問 ~，郡， 162 1，7伺，4乃 割，1花
ι7 2.5 0.8 0.1 

8，521.598 5，352，蜘 制6，871
6.1 12 。.4

E印.笥9 ← 

0.4 

3， 347， 7羽 1，638，329 2.215，955 10，2i3，526 3.426. s33 4，臥J.例。

2..4 1.0 1.1 17 0.9 0.8 

701.8邸 前2，841 1，日立，911 1，4国.白 6，116，591 19，514，阪拘
0.5 0.5 0.8 。5 1.6 3.3 

3， 918.467 13， 697， 756 18，絹7，市 210，白5 ー ー
2..8 8.2 9.1 0.1 

1，7お，蹴 包誕民間 加.打"8.54339，割.日 日.7倒.お7臥173，971 
1.2 119 10.2 14.2 14.6 10，9 

1，閥、l初 7，836.416 回，4詔，:m151，257，5花 2己主立942
]，1 19 却.2 3且7 47.9 

30.421.拙 45，脚，【崩 33. 611，河l49.m 331 l1f2.126，潤7l豆.凪351
21.8 Z7.2 16. 5 17.8 25.8 包 6

139，63S. 211 l釘.布1，湘 釦主却7，710釘6，D7，9$沼1，a花信1掴，悶.嗣
I凪 D 1∞.0 l∞o 1∞.0 100.0 1∞.0 
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第2節 東涯槍メーカ一群の発生

飛騨川の東撞捨開発の底功とほぼ時を同じくして、あるいはその成功に触発されあるい

はまた型自の発想でやはり東君捨生産を開始するいくつかの嬰材メーカーが輩出してくる。

愛知県犬山市の桑原(桑原木材)、桂阜県恵那郡加子母村の丸ウ{伊藤林産}、飛騨川の

親会社丸七、三重県松匝市の河内(河内木材)、最車県益田郡金山町の北鴫(北鴫木材)

がそれである。

まず丸七の場合、飛騨川が吏謹捨開発路線を選択したのに対し、すでにみたように同社

は従来の小売製材から槍のフローリング生産路線へと転換した。しかしこれは期待した成

果を上げえず、数年間続げるものの結局挫折する。その結果丸七はこの聞に飛騨川が開発

に虞功していた東謹槍生産に追随するのである。丸七の東謹捨生産は飛騨川の全面的指導

・協力によって行われたので、丸七は容易に東撞槍メーカーへの遣を進むことができたの

である。

その時期はいつかというと、 41年8月30日付 r農林新報Jによれば、

「宮本商庖、友和木材共催の擾良材展示即売会が二十七日エピス市場で開催された。(中

略)構造材の売足はパットせず、全国〔前回〕喜子人気であった東謹白川口里材〔丸七〕の

桂三メートル柱角も、盛り上がりを見せるに至らなかった。すなわちー0センチ角は特一

等四三， 000円、特小五五.000円、特上小八O. 000円、特三方上小九O. 00  

0円で売れたが、 -0・五センチ角は特小五O. 000円、特上小七五> 000円どころ

までまずまずの売足。 J

とある。ここで丸七が出荷していた「エピス市場Jとは「新東京木材商業協同組合」の

『恵比寿市場J (東京都接谷区恵比寿)のことで、市日は7目、 17日、幻自の月 3固で

あった。そして丸七は少なくともこの目、 41年8月z7日の「前回J (注1)には出荷して

いたことが明らかである。したがって丸七がフローリング生産から再度方向転換して東謹

槍生産を開始したのは、この時からそれほど遡らない時朗とみていいであろう。

(注1) これが単に8月11日目市日を指すのか、それとも丸七自身のこの前の出荷時

を指すのかは不明である。しかし使者の場合だったとしても、それがこの日か

らそれほど隔たっていることはないだろう。
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一方飛騨川とは地域を異にした三重県松医で、飛騨川とほとんど同時期に飛騨川同様の

生産姿勢で製材経営を始めたのが河内である。松阪は鞍後の極端な売手市場時代の中でい

わゆるパタ角製材で隆盛を極めてきた。パタ角製材はいわば「空気売り j 製材白代名詞で

あり、まさに松置は時代の風潮に最も染まった地域の一つであった。たとえば松甑には

f松匝で柱を挽いたら倒れるj という製材業者閣の警句があった。つまり、空気を訳山売

ることのできない柱など挽いたら倒産の憂き目をみるとされていたのである。しかしこの

‘空気売り'のメッカ松阪の中で、従来の松阪的経営姿勢からの脱却を志向した先駆的

メーカーが河内である。

河内弘氏(河内木材社長)が製材に携わるようになるのはお年5月である。氏はそれま

で名古屋の大同製鋼に務めていたがそれをやめ、出身地の松阪に戻り従兄弟の元で塑材の

見習い勉強をする。 l年後の36年6月河内木材として一応独立するがまだ自分の工場はな

く、しばらくは製材慢を賃借りして製材していた。氏が工場を創設し名実共に河内木材と

して出発するのは38年1月である。河内は最初から槍柱角挽きを鮮明に打ちだLた。槍，ん

したのは名古屋出荷を意図していたので、槍志向の強い名古屋の需要の特色に合わせたか

らである。

また「挽いたら倒れる」といわれていた柱角製材にあえていどんだのは、悪徳商法その

ものの従来の製材業界のやり方とは違った「まともな物で商売したいJと考えたからであ

る。事実、河内はこの喪勢を貫き通したのである。河内の製品を最初に扱った名古屋の名

古屋木材(東海木材相互市場所属の浜問屋)は、

Iパチ物(歩切れ)、かぶせ物(中に悪い物を包み込むいわゆるアンコ物)を絶対やらな

いのが河内だったJ (市売部長神山良雄氏)

と指摘する。

つまり河内は飛騨川同様の生産聾勢で東濃槍と等質の製品をつくったのである。もっと

も河内はその製品に初めから「東謹槍Jの看板をつけていたわけではない。 工場創業当

初の河内は松阪を中心とする地元直木市で原本仕入れをし、名古屋の製品市一一具体的に

名古屋木材と名穂木材(当時西垣林業所属誤問屋)に製品を出荷していたが、やがてその

出荷先の一つ名笹木材から原木瞳入の要請を受け、これを契機に名古屋から原木を仕入れ

るようになる。当時の名古屋市場に集まる槍の芯持柱適材すなわち人工林捨材は、主とし

て東涯捨(前簡で述べたように肢阜、長野両県にまたがる木曾槍地帯からでる木曾槍以外

ーーいわゆる民材ーーの捨)であるとされていた。それゆえ名古匿の原木市で槍の芯持柱
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適材を仕入れるようになった河内は、ごく自棋にその製品に「東墨槍Jのマークを付け始

めるのである。

その時期についてみると、 40年7月に名古屋の西垣(西垣林業、原木・星品両方を扱う

市売市場)の創立 4団回記念市が聞かn...この時河内は3拝 11月6日から40年7月16日ま

で印団連続の原木買上げ者として表器を受けており、その表彰状が接されている。そして

河内氏自身は「名古屋で原木を買い始めたのはちょうど東京オリンピック (3詐年10月}の

頃からJと証言する。とすれば河内が恒常的に名古屋から原木聾入を図るのは、泊年秋か

らとみていいだろう。つまり河内は飛車草川の横浜におげる東謹槍販売の成功とほぼ同時期

に、名古屋で東謹槍を盟売し始めたのである。

この河内の直接的E響によってしかも河内を.手本'として東謹槍生産に参入したのが

北鴫である。北嶋強氏(北揖木材社長)は三重県鈴鹿郡関町の出身で、終鞍の年に復員の

綾泣年、兄とともに角据一丁の製材も兼ねた圭材章を始める.お弘氏は圭材章者として

独立し名古匿を中心に材を出荷していたが、 27年、原木を求めて鼓阜県益田郡金山町に移

住し、棄材章の皆ら磨丸太生産をも行う。立木を買い適材を選別して磨丸太加工を行い、

それを名古匿の名古屋銘木に出荷した.一方磨丸太に不向きの材はー盤材として前出の名

古匡木材に出荷していた。

そうこうするうちに41弘北嶋は原本の出荷先である名古匡木材から原本を製品にして

出荷してくること、すなわち毘材を行うようにすすめられる。しかも北嶋は名古屋木材か

ら具体的手本を与えられるのである。 41年8月、名古屋木材は北嶋を河内に案内する。名

古屋木材は北鴫を第二の河内木材にしようと意図したのだろう.

河内を見学しその製品をみた北島は、河内とまったく同じ製品すなわち東謹槍をつくろ

うと決意する。河内は東撞槍生産を行いたいという北鴎の熱意に喜んで埠力し、原木の選

び方から製材方法等の同祉のノウハウを種極的に教示した.たとえば f東謹槍Jのマーク

をはじめとする全部の摺り判を河内と同じものにしたいとの北嶋の意向を受り、河内は同

社の摺り判の製造元である訟甑市の「田中マーク底Jで北嶋の摺り判一式を崩えてやりさ

えした。この摺り判は後日名古匡木材の手で北鴫に叢されている。かくして北鴫は松匝で

河内を見学した直後の41年10月、はじめから東擢槍を生産する目的で墨材工場を創設する

のである.

表1--2 -]は北鴫が製材を開始した初年度 (41年10月-42年3月}の星品の材種別生

産量の割合を示しているが、槍柱角の割合が82.8%とはっきりと槍柱角生産路綜を表して
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いる。また表1-2-2から分かるようにその恩路は名古屋木材を主力出荷先とする名古

匡が中心となっている。そして北嶋は名古屋木材が意図した通りまさに第二の河内として、

東轟槍メーカ一入りを果たすのである。

表 I-2 -1 Jt唱の出荷先別出荷畳 表 1-2-2 北唱の材種別生産額

出荷先 金額(円) (%) 金額(円) (%) 

名古屋木材 4.482，842 49.2 槍柱角 7，548，110 82.8 

丸栄木材 1，808，4∞ 19.8 その他 1，566，775 17 .2 

東邦木材 1.1泊.419 12.4 dt 9，114，田5 I∞.0 
中和材木庖 1. 247，374 13.7 

金石壁材 加6.訂O 2.3 資料:北鴎木材「出荷仕切書Jより

繁野建設 190.480 2.1 圧 :前表に同じ

矢崎宏 50.000 0.5 

富十 9.114，部5 l∞.0 

費料:北構木材「出荷仕切書」より

注 : 41年度 (41年10月却日......42年3月幻日)実績

河内、北院の東謹槍は名古屋を初発地として拡がるが、飛騨川を筆頭とする他の4社の

東謹槍は関東である横浜を初発地としている.東謹槍の関東出荷を飛車草川に次ぐ早さで

行ったのは、単に日付の上でいえば、丸ウである.丸ウは飛騨川の東謹槍腫売を担った本

田を通して東撞槍について知り、東謹槍の関東出荷を試みる.それ~-<4伊1=- 4 月である。た

またま横浜の二葉林業{神奈川県中央木材市場所属誤問屋)から出荷要請がきたことも

あって、丸ウの東撞槍は二葉林業に出荷される。しかしこの初出荷は惨憶たる成績で失殴

に終わる。

この時、丸ウは捨3mー12.0個角 1田本と同じく10.5cm角 175本を出荷した{表1-2 

-3) 0 これらの製品は4月26日の市にかけられるが、 10.0唖角は3本は残ったが一応売

り切ったといっていいものの、しかし12.0恒角は大部分の 154本もカ境れなかったのであ

る.この不落材はその後月6回あった定期市(1と6の日)毎にかけられるが容易に売れ
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ず、なんとかその始末を終えたのは6月に入ってからであった.丸ウにとって、二葉林業

が東謹槍臨売の担当者たりえないのは明白であった。このため丸ウはその後の二葉林業へ

の出荷を打ち切ってしまうのである.

表 1-2-3 丸ウの対二葉林業出荷材の内訳〔昭和40年4月幻日〕

槍 3111-10.5団角 槍 311-12.0団角

等 組 本数 等 級 本数

特一等 15 特一等 お

一等上小 泊 節 20 

一等無節 2 上小節 34 

節 21 二面上小 お

上小節 50 三面上小 17 

二面上小 21 四面上小 6 : 

三面上小 無 節

四面上小
8 
一慎一上小 10 

摂 節 6 一無二上小 9 

二面摂節 一無三上小 4 

一無一上小 12 二無ー上小 3 

一無二上小 6 二無二上小 6 

二無ー上小 二面無節

二無二上小 2 三無ー上小 6 

ニ面無節 四面揖節 2 

言f 175 n l回

資料:伊藤林産『出荷仕切書Jより

丸ウが態勢を立て直し関東出荷の再開に踏み切るのは、丸1年後の41年4月である。丸

ウが選んだ次なる出荷先は目聾相模原{日聾住宅資材相模原市場)であった，出荷材は槍

3m-1O.5個角泊4本同じく12.0個角田本で、二葉林業に出荷した時と同様やはり 3血
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の3寸5分す角と4す角である(表 1-2-4)。日聾はこれを丸ウの期持に遣わず臨売

した。これによって丸ウの東謹槍生産はようやく事L道に乗り、続く翌5月には日輩横浜

〔日聾住宅資材横浜市場、日;聾の本社市場)への出荷も開始される.この聞の丸ウの番人

過程を含め、東謹槍生産の本格化を具体的に示すのが表1-2-5である.

表1-2-4， 丸ウの第1回目聾相模原出荷材の内訳〔昭和41年4月29日〕

槍 3111-10.5CII 角 槍 311-12.0cm 角
一一

等 紐 ;本数 等 級 本数. ー一一一一一一
一等上小節 13 特 上小節 10 

一等 無節 4 二面 上小 加

特 一 等 40 =面 上小 14 

特 節 12 四面 上小 7 

特 上小節 a • 出 摂 節. 
特ニ面上小 40 一面無節一面上小 B 

特三面上小 13 一面無節二面上小 11 

特四面上小 7 一面無節ー面上小 3 

特 構 箇 却 二面無節一面上小 41 

特一面無節一面上小 (22 ニ面慎箇二面上小 10 

特二面無節一面上小 三面揖節一面上小 5 

特三面無節一面上小 6 計 回

-
特ニ面無節 4 

特二面摂節一面上小 6 資料:伊藤林産「出荷仕切書Jより

特二面無節ニ面上小 4 

特=面無節一面上小 2 

特四面無節

計 却4
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表 }-2-5 丸ウの地域別販売額の推移

一一 一一一
匪知 岐阜|首都圏 埼玉 静岡 大医 福岡 小計 陣場直需 総計(円)

39年度 80.5 80.5 19.5 38.胤 7711
' 

40 84.1 1.2 85.2 14.8 53，1日，日1
r 
E 

41 37.8 32.7 7.1 77.6 22.4 57，4叩，4町
‘ 

42 23.9 7.2 76.3 幻ー7 98，701.日3

43 38.6 31.6 14.0 84.2 15.8 108，449，511 
B 

45 31.3 0.71 47.1 9.5 88.6 11.4 127，町5，部1

47 6.1 20.2j46.1 3.3 0.0 75.7 24.3 146，579.242 

50 29.5 
! 

2.5 7.5 8.4 86.6 13.4 407，3虫，515

日 40.0 2.9i 27.6 4.9 3.0 4.0 4.9 i町.4 12.6 日6，8町，281

資料:伊藤林産「売上台帳Jより

住 :首都圏とは神奈川I.東京、埼玉には群馬も含まれる。

40年までの丸ウはほとんど大半の製品を名古匡の製品市に出荷し、若干量を地元の大工

・工務庖向けに班売していた。 40年度に神奈川・東京への出荷が 1.2%あるのは、先にみ

た二葉林業への出荷を示している.そして翌41年度に神奈川・東京出荷の比重が全体の3

分の lを占め、以後関東が丸ウの主力顕売先のーっとなり始めるのである。したがって丸

ウの東謹槍メーカーとしての出発は、 4.1年4月の日聾相模原へ白出荷によって始まったと

いってよいであろう.

東謹槍の関東出荷の飛騨川に次ぐ実質的な二番手は、すでに前年 (4伊引から本格的出

荷を軌道に乗せていた桑原である。桑原は愛知県犬山市で主として製材品の販売を営む木

材章者であったが、飛騨川が東謹槍の開発を成功させたのとほぼ時を同Uくして、題材品

の日集への出荷それもとくに関東の日聾出荷を意図した独自の発想で本格的製材経営を企

てた。桑原が日襲出荷を志向するようになった契機は、製材品の市売販売を柱として急展

長しつつあった日築の企章展開に強い関心をいだいたことからである。日東は36年3月東

洋に浜問屋として日襲名古屋支庖 (45年10月東洋の浜問匿を発展的に撤退し独立の複式塑

品市日聾住宅資材小牧市場となる、日下誤問屋時代を日;集名古屋、独立市場になってから
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を日東小牧と略す)を開設するが、この時支庖長として派遣されたのが現日景本社専務護

辺幸一氏である。

名古屋進出当初の日援は関東からきた間匿ということで容易に受け入れてもらえず、非

常に困難な集荷活動を強いられた.とりわり護辺氏はこの地の閉蹟性に苦しめられ、訪問

してもまったく相手にされぬ門前払いもしばしばであった。そのような中で桑原木材専務

正別氏(現桑原木骨社長)、同常詰康彦氏(現桑原木材専務)は渡辺氏を快く迎え話をき

くことにとても熱心であり、氏らは親交を産めるのである。そして桑原専務らは機会ある

ごとに渡辺氏から日聾という企業およびその商法について話をきき、次第に日提出荷を念

頭に製材業への進出を意図するようになる@

この時の日東は横浜と相模原に直営市場を構え、他に I東京支底J (東京木材相E市場

所属)、 「大義支庖J (域南木材市場所属}、 「千住支庖J (東京第一木材市場所属)、

It工戸JII出聾所J (東京中央木材市場所属)等の営業所を設け、首都圏を中心として目覚

ましい発展をとげつつあった。しかもその俵の超大型広域木材読通章者への飛躍の開始で

ある、その第一着手が名古匡進出であった。さらに名古屋進出の翌年37年7月には木材読

通霊界としては初の東京証券取引所第二部上場を果たしたのである.そしてこの日集は当

時の社名「市貰木材J (46年3月、社名を『日聾住宅資材」に変更する)という名が示す

ように、文字通り製材品の市売業麓を柱として、その章績を伸ばしてきたのであった。

39年、桑原専蕗は日聾揖誤を中心にしばしば神奈川、東京の市場調査を行い、日提出荷

を射程にした製材章への進出のための具体的活動を開始する。専務には若年時より記主義し

続けてきた日記があり、それが今日では貴重な第一級資料として接されている。これによ

ればたとえば製材業への進出前に行われたものとしての最後の関東市場調査は、お年11月

24日である。この前日専茜は開業間もない新幹線を利用し横長に赴き、翌24日日集の本社

市場日東樟誤をはじめ日聾大意、東京支庖等を調査している@この直径桑車は、桂阜県白

川町佐見の倒産した製材工場の情報がとどげられるや、直ちにこれを買収し、 4仕年1月こ

こに桑原の製材工場{以下佐見エ場と呼ぶ)取得が成るのである。佐見工場の毘章開始は

3月からであるが、 3月の実績は二件の賃挽〈売上額1.785円)を行ったのみで、実質的

に稼働しだしたといえるのは4月からである。

桑原は商品として良いものをつくらな貯ればならないと考えた。とはいえどんなものを

挽いたらよいのか具体的製材品目については、操業開始時には定まっていなかった。しか

しその課題はすぐに解決する。桑原は本格的盟主開始直後に飛騨川を知る機会を得る。 40
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年4月15日専務は白川町白川口にある原木市加茂東部林産協同組合の原木入札に参加し、

そこで飛車草川の護辺工場長と出会う白である。岡田の専曹の日記には、

f白川口の原木入札に行く o (中略)帰りに谷口氏〔東洋の誤問屋名古屋二八の責任者〕、

荒野川木材社長〔葦辺工場長〕と一緒に帰る.飛騨川製材所を見学し、関東出しの話を

種々聞き勉強となるJ (下鯨は荻)

と記されている。

この時の飛騨川は横浜出荷を軌道に乗せてl年4ヶ月目であり、東謹槍生産をまさに全

面展開させているところであった.つまり飛騨川は桑原の企てと同じことをすでに実現し

ていたのである。これは桑原のすすめていた目論見に確信を与えると同時に、課題であっ

た商品アイテムについて重要な情報をもたらすものであった。桑原専務が飛騨川の生産現

場を見学し、東謹捨の聞尭を成功させた当の本人である渡辺工場長から直接「関東出しの

話を種々聞き勉強となJったことの意味はまさにその点にあったといってよい.こうして

墨原もまたその商品アイテムを槍柱角とし、それに I東護措」の看駈(マーク)をつける

のである。

東擢槍を生産するという方向は固まったが、桑車はその本格的出荷の前にいわば予情テ

スト的出荷を行う o 40年6月18日桑原はまず本田へ出荷してみる。表1-2-6で材の内

容をみると、槍材を中心にしつつもその中には杉材やさらには既成銘柄品である木曾槍材

も含ま才1、その商品規格は泊品目にもおよび、明らかに試駿的出荷であることを窺わせて

いる。すわなちここで桑原は一応東謹捨以外にも種々の商品を出荷してみることで、様子

をみたのである。そしてその半月後40年7月1目、いよいよ桑原は日聾への東謹槍本格出

荷を開始するのである@表1-2-7がその材の内容であるが、すでにその商品規格は8

品目にしぼら才k しかもそのほとんどは槍柱角で占められている.

東濃槍生産を開始した4昨度の桑原の出荷先は大きく関東(神奈川・東京)と東海(愛

知・肢車}に分げられるが、それぞれへの樹種別出荷量を示した白が表1-2-8である。

いずれへの出荷も材種、金額ともに槍が9割以上を占める.また表1-2-9、表 1-2 

-10により材の規格品目をみると圧倒的に柱角カ移したとえばその傾向がより顕著であ

る関東への出荷材についてみれば、長さ 3mおよび4m材合わせて金額で恒ぽ9割が柱角

である。なかでも10.5c圃角がこの1品目のみで全体の位.8%を占め最も多い.

この憤向は、次箇で詳述するようにとりわけ桑原の東謹槍のいわば『売り出L.J舞台と

なった日提揖浜において、最も顕著に表れている{表I-2 -11) 0 すなわち樹種では槍
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が材種で93.7%、金額で95.8%を占め、桂角の割合は3m、4m材あわせて金額で9割強、

そのうち3m-lO.5ca角が槍全体の約7割にも達している.このように桑原の東謹捨生産

は同社の意図した通りに、関東の日東出荷によって実現されたのである.

日上、担年1月飛騨川が東撞槍の開発に成功してから北嶋が東護捨を生産するために製

材工場を創案する41年10月までの聞に、合わせて6社の東謹槍メーカーが発生した@そし

てそれらの東謹槍の亜売はいずれも製品市{複式市場の場合はその誤問屋)によって担わ

れてきた。そこで次に、東謹槍の開発のもう一方の担い手である星品市の果たした役割に

ついてみてみよう。

表1-2-6 桑原の第1固本田出荷材の品目別内訳 (40年6月15日〕

医3m日角 槍2m-lO.Ocmx4.0唖
一一一一一ー

3 m -lO.OCII角 槍2m~ 1O.0a0 x4.5 団
』

_. 
一一一

!槍3m -12.Ocm角 槍・角木3m厚さ10.n

l槍2m-lO.忌z角 杉3m -1O.5C1l角

j槍4m-l0.5ca角 杉3m-1O.0CII角

!槍4m -12.U<:II角 木曾槍3m-18.0司 xlO.白羽
t 

~_L .~_ー----. _. ~~-圃.-、-圃岨-令E唱ー・』・-・・・

;槍4m-13.Ocm角 木曾槍3.8田-18.Qcax 12.0司
ー-・・-司・・・---・一守唱園・ 4一司』 ・』 一一一回一一一一

!槍4m-13.5岨角 木曾槍4m-17.5cmXI4.5cm 
i 

一一一一--ー._----_.-
!槍3m-9四 x1.5個 木曾槍3m-l0.5咽角

川|槍書33皿m-710.5.&唖，xX41..50恒喧
木曾槍4.211-12.。咽角

::::::;;zH |槍3m -1O.Ocmx4.0岨
... --，. 

4 

槍3rn -10.忌lI.x4.5c・ 木曾槍4m一13.5咽角 t 

槍2m-1O.5cmx4.5恒 木曾槍5m-13.5岨角

捨2m-10.5佃 X4.0団

資料:桑原木材「納品伝票Jより.
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表1-2-7 桑原の第l回目聾横浜出荷材の品目別内訳 (4(洋 6月泊目〕

ロロロ 目 本数 目ロロ 目 本数

槍3m-lO.5c盤 訂3 ~ 3 m-l0.50・角 19 

槍3m-12.Ocm 17 杉3m-10.Oc圃角 3 

槍3m-10.Oc. 114 杉4m-10.5恒角
ー一一」

槍4m-1O.5但 5 槍3m-9但 xH四 10本入り却東

資料:桑原木材『納品伝票Jより.
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表}-2-8 桑原の40年度出荷材の樹種別内訳

関 東 (神奈川・東京}

金額(円) 割合{Yo} 材積 (m) 割合(%)
電守一 一 ーーーー』ー ， ーー

樟 17.023.200 95.4 352.5758 回.2

杉 653，695 3.6 21.7028 5.7 

木曾槍 1珂.972 0.8 3.0574 0.8 

|植 1.833 0.0 O.邸31 0.0 

松 905 0.0 0.0406 0.0 

槍・杉現世 7，6沼 0.0 0.4590 0.1 

計 17.847.お3 100.0 1377.田町 100.0 
一一ーム圃..ー

東 梅 {愛知・岐阜)

金額{円) 割合(%) 材襲(0{) 割合(%) I 

一一
槍 5.388.942 91.1 151.回98 93.1 

彰 91.484 1.5 4.4224 2.7 

訟 5.訂4 0.0 0.2933 0.1 

木曾捨 回，白8 1.5 2.40回 1.4 

槍・彰混挫 臼，叩5 1.0 4.0却l 2.4 

野地桓 幻3.幻O 4.6 

dt 5.913.町3 1∞.0 1臼.0424 1∞.0 
ー一一.一一 、一一ーー

資料:桑原木材『売上台帳Jより.
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表1-2-9 関東出荷材の内の槍の規格別踊R 表 I-2-1O東海出荷材の内の槍の規格別内訳

一一一一一一，，-圃・

長さ 材種 材襲 (m) 金額(円) 長さ 材種 材費 (rrlワ 金額(円)

戸 2m 4.7CJ79 1沼，552 15.担36 332，似7

3m 7.5角 2.2::溜 40.154 3m 7.5:角 1.2:鵡 18.印4

9.0角 2.部47 町，田2 9.0角 12.3132 2Sl.涯忘

10，(開 47.4ま泊 2，133，347 10.0角 O.~削 お.7叩

10.5角 lo7.1町3 10.683.7臼(臼.8%)1 10.5角 52.5214 3.1日，202

12.(胸 14.笈潤

加伽柱 2.任沼

住計 2拓.21印

住胤 74.7泊5

n 310.白白

4m 7.5:角 5.4<削

9.明 6庇溜

! 10.0角 2.7訂O

|10踊 11.5四

ロ.0角 2.6471 

13.0角 O.町76

13.5角 0.0729 

制加柱 0.6357 

柱計 泊.ま潤

柱FβL 6.173> 

計 36.14泊

， 

その他 O.任~

槍 言f 352.日58

蹄ヰ:桑原諸柑「売上台帳Jより

住1:関東とは神奈川・東京である.

住2:4昨年度実絹iである.

1.1a.2lJ 

71.4&5 

14，卿，町2

1，4日，835

15，553，7町

114.蜘

151，826 

70.4~ 

日4，6泣

1田，悶

3，~間

5.103 

11，2応

1，田4，7，印

1叩.918

1.幻5，町B

55，a3 

17，023，200 

3 8 

12.備 0.1甘l

柱計 町，おお

柱~ 47.BED5 

計 115.H四

4m 7.5角 2.位却

I 9.摘 7.鵬 4
' 

， 10.5角 1.Z7回

. 12.0角 0.0町I

O.邸32

|i砂柱淵計
11. 7512 

9.1022 
1 計 却.邸34

I槍 言十 151.8!:溜

資料:桑原木材 f売上台帳」より

注 1:東海とは愛知・肢阜である。

註 2:4伴度実蹟である.

ロ，お4

3.4田，315

1.醐.:li3

4.町7.町B

37.0団

141.205 

臼，郎

2，~即

臼，回5

31J，415 

部4.7.岨

部，1臼



表1-2-11 日聾樟長への出荷材の内訳 (4昨度〕

長さ 材種 材麓 (m) 金額(円)

槍2m 1.3114 却，筋

槍3m 7.5角 O.日15 10，(問

9.摘 1.住肪 19，444 

10.0角 泊.笠間 1.担4.訂6

10.5角 由.7，却2佃.四 6.4213， OI 4 (1印.加

12.(崩 2.7臼8 axJ.794 

初f色の柱 2.回泣 回.918

住計 lZ7.1713 8.072.151 

住以外 お.47田 日7.担3

計 1位.悶E 8.719.494 

捨4m 7.5角 4.節目 回，筋

9.明 3.~脱 礼節

10.備 2.似70 臼，部

10.5角 4.町田 172，臼1

12.0角 O.担84 24，220 

部伽柱 0.2947 4，{溜

柱計 14.4518 4Z3.4団

住12m 1.2(脂 お.541
富十 15.缶14 4団，田1

槍 言f f 179.制。∞.0%) 山 78)(1ω.ml

その他の樹種計 12.143) 401，973 

健 富十 191. 7(剃 !日間
資料:桑原木材『売上台程Jより
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第3節製品市売市場の担い手とその檀能

東畢槍メーカーは従来のー盤的量材商品より格段に良い商品をつくったとはいえ、前節

でみてきたように良い商品がそのまま良い商品として腫売されるかといえば、必ずしもそ

うとはかぎらない。たとえば飛騨川の東壊槍は当初兄弟会社(白川口浜}に出荷されてい

るにもかかわらず、そこでは高い評価をうるに至らず、その販売が底功したのは本田とい

う浜問屋を得ることによってであった.

また丸ウの場合、量初二葉林業に出荷したために完全な失般をみ、これが手痛い打撃と

なり、同社の東撞槍メーカーへの重量入は1年おくれるのである@結局丸ウカ噴謹槍メー

カ一入りを果たせたのは、販売の窓口として日聾を得ることができたからである。このよ

うに出荷先の製品市一一複式市場の場合はそ白浜問屋一ーの遣いによって、販売は虞功も

しまた失肢もする。それゆえここでは桑原の東謹槍睡売を担当した日聾についてみること

で、製品市の果たした役割を明らかにしよう。

桑原の東謹槍の本格的出荷先は、日東の本社市場、日聾樟浜(当時韓見区露見町)であ

る。その頃日築は関東の市場らしく遠州材ないし天竜材、三河材、尾鷲材をよく撮ってい

たが、当初日聾は東量槍を尾鷲材と同等乃至せいぜい『尾茸材よりいい程度Jと判断して

いた。いずれにしても東謹槍を尾鷲材と同次元で考えていた.このことはそれまで日襲が

担っていた槍材のトッププランドと肩をならべて考えたわ貯だから、当時の感覚としては

東謹槍をかなり高く評価したとはいえる。しかしすぐに日聾は東撞槍が尾鷲材と同ーの次

元で扱えるものではないと思うようになる.

4a年7月1目、桑原の聾品ははじめて日聾横浜に出荷されるが、日聾の極関紙4(昨 7月

3日付 r商報J (現『日聾商報』、当時は『市貰商報J)はそれを一面トップ橿担掴で取

り上げる。

「初出品の東轟材(桑原印)が平均よりやや安いが順調に売れた他、奥伴、福光といった

オワセ材が相変わらず軒調に売り切っているJ (注1)0 

また、同時に『主なる藷値」摘に尾置のメーカーものと並べて桑車材の藩植を載せる.

まず初出品の桑原がいきなり一面トップで紹介さ才L しかも「主なる藩値Jに登場してい

ることに、東謹槍売出しに対する日襲個の並々ならぬ意図を読み取ることができる。

{注1) 昭和4俳 7月3日『市貰商報』より。
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次に I平均よりやや安いJとされている「東謹材{垂直印)Jと尾置のメーカーものと

の値段を「主なる落値」掴からみてみると、尾震のその「福光木材j の単価が、槍3m-

10.5団角物の一方無節で邸.(削円、上小節で日，(削円、特一等でお，(削円であるのに対し、

桑原の材は閉じく一方無節カ唱5，(削円、上小節が却.(削円、特一等が:35.(削円である.つ

まり特一等白値段は同じ、上小節はやや福光が高く、一方無節では桑原の眠うがかなり高

い。したがって確かに日聾は東畢槍を『尾置材と同等乃至ややいい程度Jの評価で売った

のである。しかしこの結果に対し r商報』は、 I廟調に売れたJがそれを「やや安い」値

段だという。日東では東揖槍の価格の居処はまだ低い、と判断した.言い換えると桑原の

聾品はもっと高く評価されなければならない商品だ、と判断したのである。そして日聾は

短期間にそれを実現する。

日景は桑原の名前と製品の落値を日集橿長初登場以降、 3ヶ月連続で r商報』で取り上

げ、しかもそのうち3固までも第一面にそれを載せる.先の7月3日に続き、翌8月13日

付 r商報』は l桧投物は桑原印の東謹材が別掲の如く出ていたJと報じるとともに、その

落植を載せ、さらに翌々 9月3日付け紙においても f桑原木材印」の落値を詳報する.そ

して10月1日は日華横浜で『神奈川県木材聾Jカ吋子われるが、それを報じる10月3日付廿

同紙は、

「吉野、尾置材それにー忘飯南{三重}に加えて東畢材など一級品がズラリ出品され・・・・

桧では知事賞の奥伴印蛤めオワセ材の上小六万五. 0 0 0円前后、吉野で七万五， 000 

円、東謹も同値前后J (下館はま)

と書き、やはり同日の桑原の藩値を載せ、加えて「木材祭入賞荷主名」の掴で桑原が

I市売り観和会長賞』受賞荷主の一つであるこを伝えている。この観和会とは日東の買方

の団体である。

いまこの10月1日の『神奈川県木材祭Jの結果を、 I主なる落値J (注2)から、例の

尾鷲材の代表メーカーにしてこの目白いうなれば量橿秀賞である県知事賞に輝いた奥払

そして福光と桑原を比べてみると、槍3m-l0.5aI角二方無節で奥伴η，000円、福光15.0

佃円、桑原は 110，(削円、同じく一方無節で奥惇10，(削円、福光10，(削円に対し、桑匡は

町，側円となっている.つまり東撞槍の一方無節は尾茸材白二方無箇よりはるかに高い居

処を示すと同時に、 「東語」は『吉野」と『同値前后」になったのである.

要するに東撞槍は7月1日の尾茸材のやや上をいく程度から、 3月後の10月1日には尾

建材をはるかに引き躍し、銘柄材の最高値といってよい『吉野」と対等の位置を占めるに
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至った。この間わずか3ヶ月、東畢槍を尾鷲材と同次元の材として担うことはできないと

判断した日聾の意図はここにはっきりと実現さn..これを受げて10月1日付け『商報』は

東畢槍を『一級品」と呼びだすのである。

(注2) 昭和4昨 10月3日『市責商報』より

この債も垂直の名はしばしば『商報』に登場し、とくに「主なる落値1掴にはいわば常

連として顔をだしi続け、その地歩を固めていく。 41年4月3日付け『商報』は一面トフプ

の橿況掴において I良材で唱る桑原印(債阜)が〔槍3m -10.忌ョ角一等)三六.000

円、小節四O. 000円、上小五九ゅ 000円、二方上七O. 000円の出来J (下館は

薮)と書く。 r良材で鳴る」というこの語は、同紙がー捷メーカ一品を形容する時の常套

句であった。

そして41年夏は、目提横浜カ電車墨槍を売出して白後のクライマックスというべき f東謹

槍フェアJが開催される。 41年7月お日付 r商報』によれば、 「市売木材親和会理事会J

において「東撞材モデル市の件」が審議さ才L

『八月の定例記念市を創立記念市との関係上、十日(水)に聞き、最近野評の接阜県材を

主にしたモデル市とし、全国的に納諒市として集荷するJ

との決定がなされた.その納詰市を受げた41年8月13日付同紙は、一面トップの見出し

で、

I納諒全国特選材モデル市、久びさの入荷量にて盛祝Jとうたい、続けて、

I今回は桂阜東櫨材がー.000石程度特別出品され、良質を買われ可虚りの人気を集

めて居た」

と伝え、同ιく一面の「主なる落値J掴白最初に、しかも『桑原木材(株}印Jにだげ

は植の3祉分におよぶ別格扱いのスペースを割いてその藩値を載せている{註3)0 r東

撞材」の名でこれだけのイベントを催すことができるほどの評価と実力カ噂立されたので

ある.

(注3) 昭和41年8月13日『市貰商報』第一面.

日上の経過から明白なように、日:聾は東語槍の・売り出し・を極めて積極的に推進した.
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すなわち東事槍を高〈評価するや、キャンベーンを展開しイベントを開催して、その価値

を最大限にひきだすために努めた。その日豊のポリシーは『商報』の報道聾勢に明確に表

されているし、さらに「東準槍フェア」が日東の買方の団体である「市売木材現和会理事

会Jの決議によって開催されているのも、日聾のいわば巧みな‘仕掛け'と読み取るほう

が自然であろう。

次に桑原と日聾の関係のいわば反世界ともいえる例を、その名も同じ東畢槍の場合でみ

てみよう。実は飛騨川や垂直が開発した東畢槍にさきがけて、飛騨川、桑原らとほぼ同じ

生産聾勢で今日の東量槍とほとんど等質の聾品を、しかも東畢槍という呼啓で製造してい

たメーカーがあった。

現在、肢車県加茂郡白川町切井で明治から続く家主の旅館 f田中屋Jを営む田中文夫氏

は、昭和語年代末までは製材章を経営していた。田中氏が本格的に製材章を開始したとい

えるのは、 31年白川町事河に自前の工場 I田中屋製材所J (以下 I田中屋J)を所有して

からである。この時田中屋はまさに今日の東撞槍とほぼ等質の東謹槍(摺判の文字は I

桧」を使用)をつくりあげた。田中屋はこうして新しく製造した東撞槍を、同祉の従来の

取引先である名古屋の市売市場に出荷した。ところが田中屋の東畢槍の価値はこれらの市

場では発揮させられなかった.買手の人気は確かに高かった。しかし市場・問屋の倒がそ

のことにまったく関心をはらわなかった.かれらには東量輸と従来の畢晶と白聞にはっき

りした差別をつけて販売する、という意識はまったくなかったのである.だから東畢槍は

その幅値を不当に低く評価されたまま販売されてしまったのである。

当時の林材章界にとって、世は『揖けば売れるJ r木と名がつけば何でも売れるJ時代

であった。極埠な売手市場化がすすみ、売手倒は買手倒に封し「売ってやるJさらには

『いやなら買うな」という風掴が蔓量していた.いうなれば売手倒は買手割に妥協的適応

を強いることが体質化していた。売手倒にしてみれば何でも売れるので、したがってわざ

わざ商品の質の違いを考慮、して売ることなど考えない これが林材業界の一般的技況で

あった。結局、田中屋はそのやり方がなかなか報われないまま、不慮の事故が因で倒産す

る.かくしてこの「原東畢槍』の生産は量もドラスチックな形で挫折に轄わる。

要するに、一方は日聾を億他方は目撃を得られ屯かった、そのことが桑匿と田中屋

の二つの東畢槍の運命を分けた.日聾に代表される墨品市には良い商品を良い商品として

評価し、それをそれ以外の商品とは明確に差を設廿て販売するというポリシーがある.だ

から逸早く東量輸に価値を認めるや、それを最橿秀白差別化商品に育て上げていったので
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ある.そしてそ白ような製品市こそが東量槍の開発のもう一方の担い手なのである.
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第 E 章 東謹槍の車木供給組犠の形成

一一東海地区原木市売市場の樋能

第l節東謹槍メーカーの原木調達

東謹槍メーカーは東謹槍を生産するための原木をいかに調達したかをみていこう。表

s-1-1に示されているように、飛騨川の幻年までの原木調達方法は、地元{白川町周

辺)の山林所有者かあるいは圭材章者いずれかからによる立木買いと、営林署からによる

手当てがほとんどであった。しかもこの頃までは聾函が主であったことから、原本も雄、

栂、松が主体であった。ところカ噛柱角路績に転換した沼年になると、原木調達先は名古

屋(f東海地区J)と下自の原本市売市場の比重が高まり、原木市からの調達量と立木買

いを主体とする従来の方法による調達量とカt半々の割合へと変化する.

そして横浜で東謹槍販売が軌道に乗る担年にはこの様表わりは決定的となり、飛騨川の

原木調達先は明確に直木市へときりかえられる。しかも同時に泊年度まではその割合が増

加しつつあった下呂の原木市からの調達量は.40年度以降俵退していき、要するに路鐘転換

から東謹槍開発に至るのと砥ぼパラレルに、飛騨川の厚木調達先は東海地区原本市売市場

へと切り替えられるのである.

第I章揮2箇でみたように、白川町白佐見に工場進出した桑車の場合は、地元{白川

町)から材を集荷するために極めて積極的ユニークな活動を展開した.たとえば「佐見木

材祭j なるものを企画し、佐見の山主や嚢材業者に材町出品をはたらきかげ、また靖費地

の大市売市場や問屋幹部等の鐸々たる顔ぶれを審査員として呼び、出品された材の品評を

行い、懸賞金、賞品付きですべての材を買取るという一大イベントを行った.つまり都市

誌のそれも市場とか大規榎問屋等制予うような企画を、一介の山元メーカーである桑原

が立案しJ実施しているのである.

しかし表n-1-2が示しているように、これほどの努力をしたにもかかわらず、 40年

度1年聞に桑原が集荷しえた地元材白量は全体の半分にすぎなかった.しかも桑原の狙い

は正角の採れる芯持柱適材の軍需にあったにもかかわらず、そして山主・章材章者らにそ

白旨をアピールしたにもかかわらず、実障に集まった材は正角のとれない植物の麗人事が

高かった.桑原は同祉からみればこうした規格舛の材もひき取ってやったが、しかしこれ

カ噛東量材5割ということ町内実なのである.地元材を直接集荷するという方式で東轟槍
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生産を展開させることは、量的面からも質的面からも困難だということが判明した。

このため桑原は翌41年には安定的原木供給先を求めて、下呂の原木市へと傾斜せざるを

えなくなるのである{ただし「佐見木材祭」はその後位年まで実施された)0 しかも桑原

は一旦はその過半を原木棋蛤語とした下呂原本市からも瞳腕し、 45年以降前運の荒野川同

様東海地区原本市志向を鮮明にするのである.もっともこの横向はすでに西垣(r西垣林

主小牧市場J)が名古屋から小牧に移転した紹年から蛤まっており、したがって桑原にお

ける原木調達先の「東海時代Jは43年に開始されるものとみてよく、その意味で必年は

「下呂時代Jが明確に轄わった年ということができょう。ともかくこうして桑原もまた、

東海地区厚木市をその厚木調達先とするに至るのである。

丸ウは約加社のメーカーが集まる恵那郡加子母村に所在する.ここはいわゆる裏木曾の

一角を占めるところでもあることから、製材メーカーとして最上層のステイタスに位置す

るのは、いうまでもなく官材=木曾槍を撮っている企業であった首しかL.丸ウは官材メー

カーでもなければ、かといって民有林材を常態的に立木買いしうるほどの山元掌握力にも

乏しかった.こうしたメーカーの通例として丸ウは加子母のなかでも比較的早期より車木

市で仕入れ盟品市で販売するという、典型的な市売市場怯存型のメーカーであった.たと

えば丸ウが東謹槍に取組む2年前の拍年度で、すでに同世の原本仕入れ額、顕売額はとも

に8割をこえる市売怯存度を示している(表n-1-3、表ll-1-4)。

表s-1-3から分かるように、丸ウは以前より原木の大半を下呂の三つの原本市 (40

年に益田圭材市場が開設されるまでは二つ)から調達していた。この傾向は東量槍生産開

始後も基本的には変わらなかった.ただ、若干の変化に注目しておけば、下日原本市を主

要な調達先としつつも、その比重は若干値下し、他方で飛県とくに高山周辺の北東署地

壊へと集荷圏を革げるとともに、東草槍生産開始直後の数年間とはいえ豊橋の原木市から

の材の割合を高めたり、あるいはまた個々の数量はわずかとはいえ調達先を増加させるこ

とで、結果的に地元材の割合をも高めていることである.つまり東轟槍生産開始期とそれ

に続く数年聞はとくに、車木調達先をかなり広い範囲の原木市に求めていることが窺われ

る.

それはともかく丸ウの下呂原木市依存も、やがて転機カ惜れる。四年ー-ことによると

集計データのない49年一一以降、丸ウは「下目J怯存を大幅に弱め、替わってやはり西垣

をメインとする「東海』への傾斜をはっきりと打ちだすのである.

これら白ことから明らかなように、東畢槍メーカーの東橿槍生産開始期の原木調達先は、
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いずれもはっきりと原木市傾斜を強めている。しかも丸ウに典型的に示されているように、

その原本市も多肢にわたっている.したがって各車謹槍メーカー闘の原木調達先はかなり

多様な分散技態を示している.表s-l-l、表TI-1-2、表TI-1-3によって各

メーカーの東謹槍生産開始時点の主要な調達先{いずれも原木市)をみてみると、飛騨川

は名古屋からの調達量が41.2%、下呂からが29.6%、河内は訟阪の4原木市および名古屋

の2原木市からで 1∞.0%、桑車は肢早からが22.0%、そして丸ウは下呂からが52.3%、
高山周辺からが18.2%、豊橋からが11..t%である(注1)0 

そこで今度はメーカーの枠を取り除き東温槍自体の直木調達先という視角でみると、東

畢槍誕生時の沼年の調達先原本市は主なものだけでも名古匡の東洋{東洋林葉東洋木材市

場)、下呂の下回林産(r下呂林産市売也同組合J)および丸七産章、軽甑の揖匝地区木

材協同組合、極甑木材、高橋木材市埠中川林葉市売部、そして名古屋の東海(東梅木材

相E市場)と西垣である。翌4悼は松匿の4市場は後退するもののそれに替わって使阜白

肢阜原木相互市場、丸八木材、白川町の加茂東部木材林産協同組合等が畳場し、 .n年には
さらに下呂の益田章材市埠豊橋の豊橋本材市場そして高山およびその周辺の五市場が加

わり、調達先である原木市のいっそうの多樺化がすすんでいる。

以上の結果から、東謹槍には特定すべき按背地、いうならば地山といえるものはないこ

とが明らかであろう.換言すれば、東檀槍は『東撞」地域はもちろんのこと、ある特定地

壌に産出する林木を圭材にしてつくられたのではないのである.

東撞槍には地山はない.しかしそれにとって替わる世割を果たしたのが原木市である。

しかも、東撞槍メーカーはいずれも東海地区原木市をその草木供給基地とするに至った.

そこでわれわれは次に東海地区直木市の機龍をみていこう。

(注1) 河内の原木仕入先は闇取りによる.
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表rr-1-1 飛騨川の原木仕入先の推移 (単位:%) 

仕 入 先 お年度 訂年度 話年度 器年度 4牌度 41年度 4拝度 4拝度 54年度

東洋木材市場 10.7 22.3 41.2 33.5 34.7 担.5 44.3 15.4 

原 東
東海木材相互市場 3.5 16.2 13.8 10.2 18.1 

西垣林業 1.5 9.5 剖.0

極阜原井市直市場 2.1 14.1 8.6 0.8 0.3 17.3 

木
肢阜木材市場 0.7 4.3 2.1 0.5 0.0 12.6 
海
東 海 n 10.7 22.3 44.0 55.4 61.6 日.1 64.3 町.4

下呂林産 3.8 2.9 13.6 4.6 2.3 
市 下
丸七産主 14.0 16.0 6.9 8.4 4.9 2.9 

益田章材 3.0 2.2 
日
下 自 富十 3.8 16.9 泊.6 11.5 13.7 7.1 2.9 

売 一 一一

南斐木材市場 3.9 3.0 
そ
高山二八市場 4.6 5.9 0.1 

士京木材市場 0.3 2.6 0.1 

市 の 加成東審院櫨 2.4 4.3 7.3 13.4 13.8 4.1 

太田木材市場 8.2 3.5 4.2 2.9 1.0 10.2 9.3 0.5 

中謹関市 0.3 0.2 2.6 
他
その他 言十 12.1 11.1 12.5 7.9 11.1 2E.3 23.1 4.6 

場
車 木 市 富十 26.6 団.3 ai.1 74.8 ai.4 回.5 叩.3 92.0 

地元妻材章者 46.9 11.5 12.3 4.3 0.1 2.0 0.4 
そ
親会副L七 33.2 25.0 24.6 0.8 2.2 

周辺地圭材業者 1.7 4.9 10.3 5.3 0.1 

の 井端章者 1.3 0.1 2.2 6.0 5.1 5.3 

営林署 3.1 3).7 9.1 3.9 7.2 5.1 3.5 4.5 2.3 

他
帥聞宥者 11.8 4.9 2.0 0.0 5.4 0.9 0.0 

it 1∞.0 73.4 49.7 13.9 25.2 13.6 11.5 9.7 8.0 
能 言f 1∞.0 1∞.0 1∞.0 1∞.0 l∞.0 1∞.0 I∞.0 1∞.0 1∞.0 

偉い飛騨打席材『仕入台帳Jより
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まn-1-2 桑恵のJ.5t木仕入先の推移 (単位:%) 

仕入先 4牌度 4年度 4詳度 相年度

東洋木材市場 18.6 14.7 11.4 3.9 
原 東
東海木材相互可璃

西垣林業 16.1 

木 桂草原涼相互市場 2.2 0.1 3.0 11. 7 
海
東 海 計 却.8 14.8 14.4 31.1 

下呂林産 14.4 19.0 18.1 
市 下
丸士重重 14.9 13.2 

益田圭材 41.7 :1).8 包.9
日

車" .. 
下 J 呂 富十 56.1 70.1 日.2

腕支東部樺 9.0 7.1 0.8 0.3 
そ 一一 一一一~ー

東白川村義組共甑
市
の 丸f¥;;柑 18.2 9.4 8.6 3.0 

県森連岐阜共亜 1.6 1.1 0.5 
.. 植
その他計 28.8 17.6 9.9 3.3 

場
原 木 市 富十 49.6 回.5 !li.0 00.2 

叫淋PJT宥者 12.0 5.5 1.1 2.8 
そ
地元圭材業者 却.7 5.2 2.7 0.0 

周辺地圭材章者 0.7 0.1 

県内本材業者 7.7 0.3 
の
営林署

寺島木材工章 0.8 0.2 0.9 

他
県外木材業者

そ の 他 言↑ 回.4 11.5 5.0 3.8 

睦 富十 1∞.0 l∞.0 l∞.0 1∞.0 

崎ヰ:桑原片端「仕入台帳」より
直1:四捨五入のため計と内数の合計は必ずしも一致しない，
I:I.2 :東白川村森組共販には加子融協組共販も含む.
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44年度 必年度 4辞度 日年度 同年度

0.9 28.0 却.6

16.1 14.1 13.7 

34.1 40.3 臼.8 泊.9 43.3 

2.1 11.0 1.2 2.2 3.1 

:Ji.2 51.3 73.0 制.2 間.7

ロ.7 8.0 1.2 0.4 0.3 

13.6 5.2 0.6 

3).8 24.2 ロ.4 4.4 2.6 

日.1 訂.4 13.6 4.8 3.5 

0.6 0.1 2.1 0.9 
ト ー一一一ー ー一一一一 一一←→ー

0.6 

0.6 0.1 2.7 0.9 

自.9 回.8 8).6 91.7 85.1 

0.6 0.9 0.0 

0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.3 0.6 0.6 0.5 

0.2 2.4 0.1 0.3 3.4 

13.3 2.3 8.8 

7.3 5.0 1.4 

1.8 0.1 0.8 

6.1 11.2 13.4 8.3 14.9 

1∞.0 1∞.0 l∞.0 1∞.0 1∞.0 



表rr-I-3 丸ウの原木仕入先の推移 (単位:%)

仕入先 活年度 4伴度 4年度 位年度 4拝度 6年度 47年度 日年度 白年度

原 東 東洋木材市場 0.7 0.9 

西垣林業 8.7 日.6 招.1

海 東 海 言十 8.7 54.3 59.0 

下目林産 aι 沼.3 19.1 6.6 15.3 14.3 8.7 4.9 4.8 
下
木 丸士重量 44.4 a.3 15.5 23.7 23.9 26.9 26.4 13.2 7.1 

益田章材市場 2.6 17.7 14.8 18.8 2A.9 19.3 6.2 6.0 
呂
下 目 言十 回.8 臼.2 52.3 45.1 a.o 回.1 54.4 2A.3 17.9 

加子崩す義組共販 0.2 0.2 
そ

2.1 2.7 4.1 3.0 i 

市 東白川村議組共顕 0.5 4.4 2.9 

方面支賠酔櫨 0.9 1.0 0.3 
一一

県議連東謹共思 1.1 0.4 

県轟連飛騨共堕 14.0 5.1 6.2 8.7 9.0 15.9 3.9 9.01 

定J" 高山本M苛璃 0.7 8.1 5.3 5.3 3.1 5.0 8.7 8.6 4.81 

の 丸大産重 5.6 1.2 0.8 1.2 0.1 1.4 

久々野林産 0.1 1.3 0.7 0.6 0.8 

古川み材市場 1.2 0.8 0.0 4.6 3.3 0.1 0.3 

市 :fU駄材 4.1 6.1 4.5 5.4 2.4 0.0 0.3 

太田木材育瑞 0.5 0.2 

豊橋木材市場 1.3 11.4 17.1 12.5 3.6 0.5 
他
その他計 0.7 a.o 32.9 35.5 a.8 泊.7 35.7 21.4 22.6 

場 原 木 市 百十 81.5 制.2 85.2 00.6 回.8 95.8 a.8 1∞.0 由.5
そ 山林所有者 7.8 2.2 5.5 2.9 5.3 4.2 1.2 0.5 

加子母村村有林 4.5 3.1 6.4 1.0 
の

上記以外 6.2 0.5 2.9 16.5 4.9 

他 そ の 他 言f 18.5 5.8 14.8 19.4 11.2 4.2 1.2 0.5 

能 言f 1∞.0 l∞.0 1∞.0 1∞.0 l∞.0 1∞.0 l∞.0 1∞.0 1∞.0 
崎ヰ:伊藤林産『仕入台帳」より
庄 :四捨五入により計と内教の合計は必ずしも一致しない。
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まs-l-4 丸ウの製品出荷先の推移 (単位:%) 

戸-・

日年度 臼年度出 荷 先 泊年度 40年度 41年度 42年度 43年度 45年度 47年度
ドー

知愛 80.5 84.1 訂.8 お.9 38.6 31.3 6.1 泊.5 40.0 

題
使 阜 0.7 20.2 1.2 2.9 

品 神 奈 JII 1.2 加.4 担.4 25.5 34.9 17.2 8.0 11.9 

東 思 12.2 12.8 6.2 12.3 12.3 14.5 10.8 

市 埼 玉 19.9 14.8 7.3 

群 馬 2.5 2.4 
売

岡静 7.1 7.2 14.0 7.5 3.0 

市 大 匝 9.5 0.0 8.4 4.0 
J 

福 岡 4.9 
場
製品市合計 加.5 部.2 17.6 76.3 84.2 回.6 75.7 86.6 前.4

-一一一一~一一一一一一一一 ー ~--一一
地場直需販売 19.5 14.8 22.4 幻.7 15.8 11.4 24.3 13.4 12.6 

館 計 100.0 100.0 1∞.0 1∞.0 1∞.0 l∞.0 l∞.0 1∞.0 1∞.0 

責料:伊藤林産「亮土台瞳Jより
住 :四捨五入のため計と内数の合計は必ずしも一致しない.
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第2箇東撞槍原本の供給基盤

東海地区原木市売市場とは、愛知、肢阜両県にまたがる大現槙複式原本市売市場、すな

わち東海(東海木材相互市場、担年9月名古屋市熱田区に開設、 46年11月に小牧市北隣の

大口町に東海木材市場大口市場を開設}、西垣{西垣林章、 31年8月名古屋市瑞種区に単

式市場を開設、 34年3月複式市場となる043年9月原木部門を小牧市に移設し西垣林業小

牧市場となる)、東洋(東洋林章株式会社東洋木材市場、お年11月東洋結績の全額出資に

よる子会社として名古匡市北区大曽根に開設、後4伴 4月小牧市に移転、但し原木部門は

これより先47年頃に移っていた}、肢草木材市場{却年8月単式市場として被阜市都通り

に開設、後4昨 7月複式市場となる}、肢阜原木相互市場(お年6月世阜市日置江に開設、

51年9月各麓原市須昔町に移転}のことである.ここではとくに東謹槍原木供給に最も重

要な世割を果たしてきた名古屋・小牧3市場、すなわち西垣、東海、東洋を中心にみてい

〈ことにしよう@

東海地区原木市の最大の特散の一つは、全国でも比頚ない大規模な複式市場という点に

あり、市場同士、各市場の展開屋同士が相互に搬しく競争しながら原木集荷活動を展開し

ている.表H-2-1により名古屋・小牧3市場と全国の原木市を比較してみると、全国

の単式市場の原木取扱い量平均が17.【削d、複式市場のそれカ切，制Xlmに対し、名古屋・

小牧の一市場平均回，∞001というそ白取扱い量がいかに巨大であるかが分かる.また隣接

する山元原木市である下呂の3市場と比べてみると、名古屋・小牧3市場は材種で 7.5倍、

金額で10倍という冠絶した大きさを示している.さらに表ll-2-2により東謹槍原木と

白関連をより直接的に表す人工林槍原木についても、やはり名古屋・小牧市場は圧倒的な

取扱い量の大きさを誇っている.
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表II-2-1 原木市場における取扱量の比較

名古屋・小牧3市場 (54年) 下目3市場 (54年) 全国平均(部年}

材積 金額 材積 金額 材積

一
東 海 回 6，179 下目林産 9.7 541 単式市場 17 
一一F一一 一一一 一一--・ー一 -一一ー白

西 置 93 7，日5 丸七産量 13.1 7団 複式市場 20 

東 洋 75 7.筋9 益田圭材 12.7 7日

3市場計 266 21.回3 3市場計 35.5 2.057 

l市場平均 回 7.194 1市場平均 11.8 回6

樹上名古量・小牧3市場および下目3市場は各市場より、全国平均は農林水産省統計情

報部「昭和田年木材読通構造報告書Jより.

註 :単位は材種が千rTT、金額が百万円。

表II-2-2 人工林槍草木の取扱量の比較

名古屋・小牧3市場 (51年)

110，2∞(  rrl) 

年
一
，
m

E
m
 

市
一
団

阜首R

24.100 (m) 

資料:名古屋営林局利用課

注 :名古匡・小牧3市場、下呂3市場は表ll-2-1に同じ。岐阜6市場とは使阜木材

市場、技阜原木相E市埠県轟連林産物共醸所、桂草木之本木材、被阜材友会、肢

友会である.

それだけではない.表n-2-3、表11-2-4、表11-2-5により40年代半ぽ(槍

のみ)と団年代 (54年一東海、日年一西垣}それぞれの原木販売先および畢品集荷先をみ

ると、いずれにおいても三重、奈良、横車、愛知が主力原木麗λ、元であると同時にまた主

力製品出荷元となっていることが分かる。このことをさらに具体的にいえば、東海地区木

材市は東謹槍メーカ一、松匝地区メーカー、在井・吉野メーカーらに対する原木の棋蛤主

体であると同時に、それらメーカー・産地にとっての製品の出荷先としての役割を果たし
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ているのである.すなわち東海地区は量的にも質的にも全国最高峰の国産材集散基地なの

である，

表11-2-3 名古屋・小牧3市場の地壊別槍原木出荷先および槍塑品集荷先 (45年度)

原木出荷先(%) 製品集荷先(%)

三重 40.0 33.4 

奈良 34.7 14.8 

使阜 14.6 8.9 
-唱---開園ーー-ー- 一一

愛知 10.1 12.3 
，，--_-. 『一ー一一一-ー一一-ー ー占『酔圃..・4 ・.. 

静岡 0.6 1.5 
ト一一一一ーー 一一一一一一 一一一一一一

長野 1.4 
』一ーいー 圃由・-ーー ・、・_. -一 ・ー 』陶』圃ぜ一 、白色..唱田園圃F・.ー.・.-ー~ - - -早-副~ー且F 司畢

和歌山 0.7 
_.・_.冒

皆島 0.6 ----
高知 0.6 

ーーー一

熊本 22.8 
r---------ー一 ~一一ー一一一一一一一 一首..-田園且_.."司・4・・-.- ・e・・4首唱句，圃圃園町司.-・圃-

大分 1.5 
ドーー..-日目 十日一一日噌「守 一一一一一一

鹿児島 j 1.5 

トー -計 J j lω.0 
園、~. "---..-- ーー

100.0 
-ιι一 一一一一一

責科:名古屋営林局『人工林スギ・ヒノキ材市場調査報告書(I)J昭和47年11月、 4、

5、11、12頁より作底。
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表ll-2-4 車梅木材相互市場の地場別原木および星品の集出荷量 (54年度)

J一一一一-一一一一一一-" 
-圃回-戸十

原 木 製 ロロロ

集 荷 出 荷 集 荷 出 荷
一一一一一一

d % oi % 町i % rrf % 
』ー---..__......._.._r.. -且』圃..・-.岨・b・唱園 一・~___r ~ー .一一一一 F トーーー 一一ー ー寸

静岡 15，288 15.6 5，8叩 3.1 13.泊。 7 

長野 24，696 25.2 6.剖O 3.6 1.叩O 1 

技阜 幻，440 28.0 8，820 9 IM0110・3 13，3∞ 7 

愛知 加，776 21.2 泊，200 40 1∞，7∞ 回21，日o 11.4 

ニ重 1，幻4 1.3 訂，240i 38 ぉ.480I 19.2 20，笠岡 11 -
滋賀 4，214 4.3 980 日o! 0.3 9.由。 5 

奈良 5部 0.6 9，800 10 9.8 

和歌山 196 0.2 5，320 2.8 1.9∞ 

兵庫 17，1∞ 9 

四国 部O 8，740 4.6 1.900 

九州 部O 1 26，7叩 14.1 3，問。 2 

その他 3，5沼 3.6 39.5加 却.8 5.7∞ 3 

計 弼，卿 1∞.0 部，側 1∞ 1叩，∞o1∞.0 1叩，世旧 1∞ 

資料:東海木材相互市場「木材とともに・・・・お年のあゆみJ <I2頁)より作成ー
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表Il-2-5 西垣小牧における原木の地場別思売額の割合(%)

三重!肢阜 愛知 奈良 静岡 福井 四国 九州

57年 4月 1日市 43 i 28 I 15 I 11 I 1 I 2 
} 

4月8日市 37 18 I 21 I 16 I 3 I 2 I 1 I 2 

4月15日市 36 訂 19 I 11 I 1 I 2 1 3 I 1 

4月22日市 白 22 I 17 I 26 I 3 I 3 1 0 

4月泊日市 34 26! 13 I 15 I 4 I 3 I 5 
r 

5月6日市 35 : 33 15 I 15 I 1 I 1 

-57月回即平均市 l 3U4 i Un  | J2T1 、 !175 21 21 3 Z 1 

資料:西垣林業小牧市場より

注 :四捨五入のため計は必ずしも100%にならない。

東海地区原木市が今日のように全国でも他に比肩するところのない良質国産材原木大型

(大規摸)読通市場を形虞するようになったのは、もちろん東謹槍メーカー等に対する原

木供給を担うようになったことと不可分の関係にある。そしてその契機となったのは名古

匡市場の構造変化であった。

周知のように、 30年代までは名古屋でも国産材の製材加工は非常に盛んに行われていた。

したがって表II-2-6からも分かる通り、当時の名古屋には製品の入荷量をはるかに上

回る量の原木が入荷し、それを名古屋の畢封葉が加工していたのである。それを担ってい

たのは大工・工務庖への小売を主とする形態のいわゆる小売製材で、名古屋に開設された

原木市は例外なく、こうした小売畢材への原木棋給を果たしてきた。しかし40年代に入り

舛材が本格的に入り蛤めると、この形は大きく変化する。

表n-2-7をみよう.愛知県における製材部門の外材化のテンポは東京、大匝に比べ

かなり緩慢であったが、それでも40年代に入ると同時に外材率は5割に達し、しかもその

後の4年間は連年6%と着実に伸び続けた結果、この聞に舛材率は7割を越えるまでに

なった。その外材化の中身をみてみると、 30年代まではまだラワン材の比重が高< (表E

-2 -8)、したがって従来の国産材製材にいまだ構造変化を引き起こすほどではなかっ
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たのに対し、 42年からは本格的外材化の主役である米材が一段と高い増加量を示し始め、

ついに45年にはラワン材を撞いて外材部門の首位の座を占めるようになる{表n-2~

9) 0 つまり名古屋の舛材化は40年代に入り急速に本格化するのである@名古屋の製材部

門に与えたそのE響を、たとえば東海木材相互市場の『社史』は、

「四十二年頃からは国産材工場の米材聾材への転換が急増しj た(注1)、

と記している。これはより具体的には二つの傾向として要約できる.すなわち一つはこ

の『社史』も指摘しているように、製材部門の外材工場化がすすむと同時に、もう一方で

は従来の国産材製材加工を担っていた小売製材カ暢体し、小売業態としての純化がすすん

だのである。

(住1) 東海木材相互市場 r25年のあゆみ』昭和田年、 43頁

表II-2-6 名古屋におげる圭材・量品別木材入荷量 (32年)

案

1.148，0出
資料木材市況月報」より

量 J:I 

Uロ

ra % 

615，000 134.9 

往 :量品の材積は圭材換算材種である.
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表ll-2-7 製材用外材車の推移(%)

一一一

全国 愛知 東京 大医
ーーー晶-・".~，副・E・『・-一一 『ー

訂年 17 お 部 78 

沼 21 40 間 回

担 お 47 回 出

40 26 50 叩 回
一一 一一一

41 泊 56 91 部
日ー一一←、回 一一一一←ー E ーー + ー _. -一--・一'一一

位 36 62 91 回
且』且 ιー ーー

43 44 回 虫 90 
/ ー-..，--一一一一司 一一一一ー ーー

44 49 72 虫 90 
-~ .~- -ーー -- 一' 一一

45 日 16 位 93 

資料:訂"""4昨は農林省首計調査部轟「木材需給報告書J各年肱 41--45年は農林省農林

経済局編十調査部編『木材需給報告書J0 

表ll-2-8 愛知県における畢材用樹種別外材宰の推移(%)

ラワン材 米材 北洋材 その他 外材計

訂年 団 お 6 12 100 

担 47 幻 19 B 1∞ 
泊 49 加 13 10 100 

一ーす←一ーー

40 47 部 16 8 1∞ 
ー一一一ーι._-・ー 一一

41 44 加 加 8 100 i 
ー-一一 ー一一一

位 42 31 17 10 1∞ 
43 40 33 18 8 1∞ 

ー-ー『園E・--且-喧司・- 一一一 一一一

制 却 お 18 B 1∞ 
ー一一 一一 一一一一一

a・.司-~司旬、戸，唱ー

45 お 訂 18 10 100 

資料:表H-2-7に同じ.
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表ll-2-9 愛知県における製材用外材の樹種別入荷量の推移 単位:千d

同材計 フ ワ ン材 米 材 ~t. 洋 材 そ の 他

前年比 前年比 前年比 前年比

37年 634 訂0 144 41 79 

詔 744 347 ~23 1回 日 140 田 回 ~21 

回 902 443 部 お3 臼 118 ~22 88 30 
←日一一 一一一一一一
40 946 447 ~ 4 お4 11 1日 訂 80 ~8 

一一一--.一ーー・皿 4 ー』一一一 ........-..-....一一ート .....- 一一一-ー-一一-

41 1，1泣 回2 日 314 回 m 前 94 14 
一一一一

42 1.302 日3 51 泊8 制 219 ~3 1担 沼

43 1.4回 回l 招 4田 町 部9 回 121 ?11 

44 1，7日 回8 町 614 l泊 316 47 148 幻

45 1.891 日7V21 7mmi竺お 190 42 
十一一一一一一一 ー一一

資料:表II-2-7に同巴.

注 :?は前年比マイナスを表す.

製材部門が国産材を切り離した結果、名古屋3市場すなわち西垣、東海、東洋(ともに

巨木・製品の両方を扱っている)は、国産材原本の新しい麗入者を最外に求め出す一方、

壊内小売業者のための国産材量品を壊舛に求めるという方向をとり始める.他方場外の産

地・メーカー倒からみれば、名古匡三市場は製材品の需要主体としての性格を強めるとと

もに、原木の供給主体としての聾を現してきたのである.このような名古屋の構造変化に

対応し、製材品の出荷者であると同時に原木の麗入者として登場してくるのカ噴撞槍メー

カーであり、松匝地区メーカ一、笹井・吉野メーカーである.

表n-2 -10をみよう.名古屋・小牧3市場から原木を庫入するには直則として愛知県

木材買方協同組合に加入しなければならないカにこの表は愛知、桂阜、三重、奈良の加入

者についてその加入畳毎年を調べたものである。確かにこのような原則はそれほど輩格に

守られるわけではない.しかしそれでもここからはかなりはっきりした傾向が読み取れる.

すなわち40年頃を境にして愛知からの加入者は砥とんど途絶え、替わってそれまではほと

んどいなかった肢阜、三重、奈良からの加入者が新規に登場するのである.40年代に入り
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表n-2-1O 愛知県木材貰方也同組合におげる加入年決別地場別加入章者数の推移

戸 愛 知 枝阜 三路面抽重医 奈良
名古屋尾聾 三河

百梓 II 114 1 1 0 1 0 1 0 
31 I 9 I 3 I 0 I 0 I 0 I 0 
担 7 14 10 0 10 10 
ぉ o 10 11 1 10 10 
34 10 11 10 10  10 10 
部 2 11 10 0 10 10 
部 5 12 12 1 10 10 
訂 6 13 14 1 12 10 
部 4 16 12 0 12 10 
回 1 10 10 0 10 10 
40 I 0 I 1 (桑原)1 0 I(飛騨JlD 1 0 1 1 
41 I 2 1 0 1 0 1 1 0 1 2 
42 I 0 1 1 1 0 I 0 I 2(河内) I 1 
43 I 0 I 0 1 0 I 0 (丸七) 1 4 I 1 
4410 11 10 0 12 !O 
45 I 3 l 1 I 0 i 4 1 
46 I 0 I 2 1 1 2 1 2 2 
47 I 1 I 0 1 0 1 1 2 I 7 
48 I 0 I 1 1 0 3{北嶋) 1 1 i 0 
49 '0 I 0 1 0 3{丸ウ) 1 1 3 
回 i0015E 2l  

~l I ~ I A I ~ ~ ~ ~ 52 1 10 10 0 10 2 
日 o 10 10 2 10 ・1
臼 o 10 10 1 12 17 
回 o 10 10 3 10 15 
日 o 10 10 0 11 13 
町 o 11 10 0 15 11 
回 o 11 10 0 10 11 
国 o 11 10 1 12 10 
印 o 10 10 0 11 10 
」ーーー』ーーー

資料:愛知県木材買方協同組合より
注1:0内は先発東謹槍メーカーの加入年.
注2:松甑地区とは松匝市および飯南郡である.
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それまで名古屋市内にあった西垣、東海、東洋の3市場がいずれもこぞって東名・名神高

速道路、国道41号韓の合諒する交通の要衝である小敷地区(大口町も含む}に重心を移し

たのは、名古屋の原木市が新たにこれらの壇舛メーカ一群との関係の中に自らを位置づけ

た結果にほかならない。

東海地区原木市が本格的に域外メーカーへの原木俣拾に対臨しだすのは、組年からと

いってよい。この年9月、西置は名古屋3市場の中では最も早く原木市部門の小牧移転を

挙行するが、これは従来の買手から新しい買手への対蕗を目指した、いうならば厚木の腫

路のつけ替えを意味するものであった.これより先、東轟槍メーカ一、松匝地区メーカ一、

経井・吉野メーカーの中の一部先発組カtすでに名古屋町原本市に現れ始めていた。 そ

れを加速させたのは名古屋の原木市に生じた原本安傾向である。すでに指摘したように、

名古屋は40年代に入ると量材の外材化がかなりすすみ、その事響は原木市にもはっきり顕

れてきた。買手が少なく実質的に市が成立しない状管もまま起きてきた.西垣が名古屋か

ら小牧に移転する前後は、まさにそのような技視を呈していた。この結果名古屋の製材部

門に起こった国産材離れ現象は、下呂原木市等の}Jf上よりも川下である名古屋原木市の方

が草木価格が安くなるという傾向を生み出したのである.たとえば桑車は紹年からその原

木調達先を、山元原木市である下回から川下の東海地区原木市へと転換し蛤めているが

(表ll-1-2)、その直接的契慢はこの川下の原木安である.表s-2-11はそのこと

をはっきりと示している。

表0-2-11 44年度桑原の槍3m材の市場別仕入価格の比較

下呂(益田章材) 小牧(西垣小牧)

材 積 (nt) 日2.伍3 回4.1印
ー-ー'ー・・・・ a司固-・ー--・・_._...........-喝防司L申--曙圃同司

金 額(円) 33.1訂.162 46.お5.203

平均単価{円/m) 日，蜘 49.515 
一一ーー 圃圃E・E・-圃 一ー一一ー一一一一一一一ー』 一一』ι一一一ー一一一ーー

資料:桑原木材 f仕入台帳j より

そしてこの厚木調達先の付げ替えについて垂直専麓は、
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I面白いことに、名古屋や小牧の市では選本された材が、そうでない下呂のものよりも安

〈手に入ったのです.しかも手形のサイトが下呂が30日決済だったのに対して、名古屋方

面では印日でよかった。 J

という。

また、名古屋の原木市の樹も買手が減少するという傾向と原木が亮れないということへ

の危機感から、松医地区や檀井・吉野を含む名古屋近陣地域を重点に襲極的な営婁活動を

展開した.この中で市場移転というドラスティクな形で、逸早く新規の買手向きの酪樟を

明確に打ちだしたのが西垣であった。

新しい買手に適合するための西垣の対応は、市場移転という舛形的変革にとどまらな

かった。西垣は小牧移転後まもなく仕訳方法の改革に着手する。名古屋の原木市の従来の

仕訳は14c・上の元玉、元玉限外は12壇上とlIc・下に区分する、という非常に粗放なもので

あった。小売量材に対応するにはこれでよかったのである。しかし東謹槍メーカ一、軽匝

地区メーカ一、首井・吉野メーカ一等はいずれも明確に独自{固有)の商品アイテムを

狙って生産を行い出した、いわゆる専門化のメーカーである。したがって原本に対する適

材忘向カ唖めて強〈、それに対応した仕訳・樺種に対する要求度も高い。たとえば沼年か

ら東檀槍生産を軌道に乗せた飛騨川などは、当初は直木市から賢人した原木の中に不必要

材が混入してくるのを避けられず、そのためしばしば再度それを原木市に出荷して処分し

なげればならなかった.つまりこれらの専門メーカーのニーズに応えるにはより巌密な仕

訳にしなければならない。

西垣は「笹井方式Jの仕訳を導入した。従来の仕訳に対して、次第に増加しつつあった

恒井・吉野の買手からのクレームが最も強かったのと、仕訳の鑑密さではやはり接井が先

進地だったからである.同社は笹井の本社市場からし 5名の暗員の撮遣を額み、約半年

聞にわたり各誤問屋の仕訳指導を行った。こうして従来の粗放な仕訳からの改革が図られ

ていった.

仕訳方法の変革に対応して、原木集荷白面でも新しい方向カ幌られ蛤める.従来の原木

集荷は専ら材を多量に集めることに主眼が置かれていた。集荷さえすれば原木は売才L そ

の量い量が多いほどより多くの手数料収入を聾得できたからである。しかし買手の要望に

悟って仕訳を変革したことは、同時に買手のニーズに適した材を集荷するという方向をも

つものであった.そのような方向を採った量も先駆的な原木問屋の一つが西垣小教の辻文

民である。辻文は木材章者としては明治期からの歴史をもっとはいえ、原木捷通部門に力
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を入れ始めるのは、)!J出文三郎氏(現辻文社長)が笹井の西垣林業本社での見習い修業を

終えて専務として辻文入社した35年からであり、したがって原木問屋としては新興の章者

といってよい。

原木問屋としての辻文の重苦は山主や圭材章者等の出荷者から委託材を集荷し、それを

仕訳・極積して販売することであるが、辻文が原木の集荷活動を始めた頃の取引は、詐欺

まがいの駆け引きや契約雇行に対する不実が横行し、揮して山主や山元章者倒が被害者と

なることが多かった。たとえば山元の人たちに対し高値で庖売するからという甘言で釣っ

て材を出荷させ、実際にはその言い植を無視して安売りする、等のことは原木章者による

集荷活動の常套的手段に近かった。あるいはまた他の出荷者の売りにくい材と抱き合わせ

で売るようなことをしたり、はたまた市場での売上精算金をごまかすことさえままあった

のである。

しかし辻文は甘言で釣るような集荷活動は訣して行わず、必ず材を検分してその価値に

相応しい植をつけ、出荷者に対し支障に売れた値段できちんと精算した.こつした同社の

いわばガラス韮り的やり方は、出荷者から「安心して出せるJ問屋として信額さ才L 多く

の顧客華得と安定した取引関係を築く基になった。そしてさらに出荷者との聞揺をいっそ

う強化させ買手からの評価を高めたのが、状況の変化に逸早く対応して開始した、出荷者

に対する造材指導という新機軸をであった.

大部分の山主は自己の所有する林木の商品価値についてよく知らないのが現実である。

また一般に圭材章者も含め、山元倒では川下の知識情報に疎い.にもかかわらずほとんど

の場合、そのような彼らが山を住り造材を行っている。ところが原木の価値は造材によっ

て決まるといえるほどである，いくら高価値を情えた材も造材の仕方ひとつで低価値物に

なりかねない。材を活かすも設すも造材次第なのである。したがって造材指導は買手の

ニーズを山元に反映させ、それによって買手の求める材の集荷を可能にすると同時に、出

荷者には原木の有利販売をもたらすものであった。

東海地区原木市はいずれも市日が週一回誌ので、一週間をザイクルとして重器が遂行さ

れているが、辻文では職員が集荷地壌を分担し、それぞれ週のうち半分を山元を回って出

荷要請や造材指導および使出作業の進捗技況の把握等集荷量詰に当たり、後の半分を自ら

が担当した材の仕訳・糧費・競り等販売重詰にあたっている.辻文職員は集荷先に実質的

に駐在しているといってよく、同社職員は担当地域の臨木の集荷・販売のすべてのプロセ

スを一貫して受けもつシステムをとっている.辻文はニーズ対応型原木集荷体制をつくり
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あげたのである.

小牧移転、仕訳・極種方法の改善、新しい原木集荷体制の確立、という西垣および辻文

を頂点としてすすめられたこれらの改革は、その後の東梅地区原木市の発展方向を明確に

しかっその性格を決定づけるものであった.すなわち東海地区原木市は東撞槍メーカ一、

三重の松医地区メーカ一、奈良の笹井・吉野メーカー等わが国最高峰のメーカー・産地群

の原木供給基地となっていったのである.そしてまた逆にいえば、東謹槍は以上のような

高性能な原木市を基盤にして成立しているのである.
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第3節東壊槍メーカーの全国化

一一産地銘柄からメーカー銘柄へ

40年代には東壇槍メーカーといえば、それは飛騨川、桑原、河内、丸ウ、丸七、北曜の

6社であった。 6社中最も遅く東量槍生産に拳入したのは北嶋で41年10月であるが、これ

ら草創期を担った先発メーカーの債に続くメーカーはその後長く現れなかった.ところが

叩年代に入り、東轟槍メーカーは一気に膨張する。東海地区の市売市場に集まるメーカー

を中心に、かなり広範な地域で車握槍メーカーが陸続と生まれてくるからである。しかも

この新たな東畢槍メーカーへの参入の撞は、わが国を代表する有名産地のメーカーを中心

に起こっているのである.

その一つが極甑地区メーカーである。松甑地区の場合、すでに河内カ電車轟槍草創メン

パーとして逸早く東畢槍メーカー化していたが、それを槙惜しようというメーカーはすぐ

にはでてこなかった。それが反昨代に入るや東謹槍メーカーに参入するメーカ一方犠出し、

いまや松匝地区の槍柱角メーカーはそのほとんどすべてが東畢槍メーカー化する砥どと

なっている。周知のように器匝地区はその後背地域の厚木は吉野材となるものも多く、地

理的にも吉野に隣接している。現に、たとえば現飯高町(飯南郡旧披損村)のいわゆる並

植林重などは吉野林葉固とみなしたほうがいい〈らいである.また，世直地区メーカーの

多くが東海地区原木市で原木を調達しているからとはいえ、その点では前節でみた如く笹

井ー吉野メーカーもまったく同じ行動をとっているのである.だからその観近性の点でい

えば、松匝地区はむしろ吉野プランドに傾斜する方が自擦のはずである.にもかかわらず

松甑地区メーカーが吉野ではなく東撞プランドを選択したことは、 「東量」の商品として

の優位性が I吉野Jを上回ってきたことを示すものでは屯かろうか。

表ll-3-1はこのことをデータ的に裏付けている.これは届年6月日聾相槙原におけ

る槍3m -10.白ョ角の銘柄別単情を比較したものであるカ九四面無節だけが両者同格であ

るのを陸き、あとの全等級において『東温」は「吉野」を上回っている.しかもこうした

『東謹Jの『吉野」に対する優位性は、桜井・吉野メーカー自身が受げ入れることになっ

た.なぜなら日咋代目降檀井・吉野メーカーの中からさえ、東謹プランドに乗り換える

メーカーがでてきたからである.ここに「東畢」の商品的橿位性は確固たるものになった

といえる，
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表0-3-1 槍3m-10.5cm角の銘柄別価格〔日年6月日聾相槙原〕単位:円/rri

東 撞 τEk ヨ 野 尾 鷲 近県・九州

特 一等 l印，脚 140.∞o 1却.∞o 115.∞o 
特 小節 泊O.脚 幻0.0∞ 2日，脚 170.0∞ 

特 上小節 450.町田 420.0∞ お0，∞o 2回，∞o
一一一一一

特二面上小節 時0，脚 520.醐 4叩，∞o
特三面上小節 前0，側 邸O.剛 回O.庇旧 4∞，∞o 
特 無節 540，蜘 印0，∞o 4却.000 泣0，蜘|

-.ー一司_.

特二面無節 9∞，蜘 部0，脚 7∞，脚 4却，0∞
一一一 一一一一一一一

特三面撫節 1.印O，()()() 1.回0，剛 1.∞0，∞o 日0.0ω
一一一 一一一

特四面無節 1.8∞，脚 1.匝同，目旧 1，200.∞o 6叩.0∞
一一一一一一--← 一一一一一一一 ー.-.戸'

資料:日聾相模原より

無論この慎向は睦甑地区、在井・吉野以外白メーカーにも起こっている。表0-3-2

からもそれがはっきりと分かるが、ここに挙げた地場以外にも静岡や九州の熊本{意書川

箇の最有力メーカー群}が含まれ、東謹槍メーカーは極めて広範囲の地壌で増え続けてい

る.このように東謹槍メーカーが地域を問わず成立することについての考察は次章にゆず

るとして、ここでは東撞槍メーカーへの番人の撞カ九なぜ印年代にかくも一気に顕在化し

たのかをみていこう.
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表II-3-2 所在地別東撞槍メーカー数〔日聾小牧白年3月11日市〕

ニ重 肢車 愛知 奈良 長野 滋賀 不明 言f

取扱い浜岡匡

日J聾 浜 9 3 !u 
桑原 木材 9 1 1 13 

植谷 木材 4 5 10 

中村 木材 5 4 9 

根本 木材 3 

小東 商庖 2 2 5 

名星 木材 2 2 
.一 ..，唱晶司直 ー・・・..ー- ...曹司官官「

吉栄 商庖 3 2 5 

名域 木材 2 

サイカチ木材 3 5 
一一一 一

丸 麗

計 26 お 3 2 12 回

資料:日聾小牧より

注 :取扱い浜問匡は各東撞槍メーカーが出荷している誤問屋

図11-3-1は鞍債の製材用木材の需給関採の推移を表している.これを国産材と舛材

の慎絵画から時期区分してみると、四つの時期に分廿られよう。第 I割は国産材だけで需

要に対応していたと考えてよいお年まで、第E期は外材捷入が本格化するカt なお国産材

棋給量が現技を維持し続ける42年まで、第E期は需要の増勢カ犠く中で国産材槙給は絶対

量自体が後退し始め、外材は国産材のシェ7を奪いつつ急増する48年までで、国産材減少

・外材増加のこの時期を{羽--48年}、 『舛材時代Jと規定しよう.第W期は需要が下降

低速期に入り、国産材のみならず舛材もともに後退を余僅なくさせられる49年以降である.
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36年頃までは鞍災復旧と戦後復聞の時期であり、序章でみてきたようにまさに木材の窮

迫需要期であった。しかも日本経済はいまだこの供給不足を補うための、外材輸入を可能

にするほどの経書力=外貨準備をもちえなかった。だから木材棋給は国産材の独り舞台で

あった。この需給ギャップを背景に木材価格は、鞍接、諸物価の最も安定していたこの時

期に独歩高といわれるほどの上昇を続けたのである。こうした需要環境の下で林材業界は、

商品として極端に質の悪い材を棋拾し続けたのである.

第E期、第E期は経済の高度成長が開花園熟する時代であり、木材需要はさらに急増を

続けた。需要の逼迫は価格の高臆を耐えがたいものにし、その結果ついに外材輸入を招く

のである。無論これはわが国がそれを可能にするほどの、経済力をつけたということでも

ある。図II-3-1にみるように外材は急甑に提遣し、第E期にはそれはまだ国産材の

シェアをおびやかすほどではなかったが、しかし第E甥に入るや国産材と外材の競合関係

は一気に顕在化し、需要は急増しているにもかかわらず逆に国産材は後退し蛤め、林業部

門は深刻な事態に陥った。すなわちこれがいうところの「外材時代」である.

周知のようにこの外材時代における国産材の生き残り載略として、林業サイドによって

かかげられたのがいわゆる「良質材生産J (あるいは「榎良材生産J)である。たとえば

r49年度林重白書』も「近年活発化してきた良質材生産を指向する施主の動きJ (21頁}

を伝えているように、良質材生産がブームになった。それはなぜであろうか.

外材はまず「空気売りJが最もひどかったパタ角や羽柄材に侵入し、さらにはたとえば

住角の中でも見え隠れ部分を中心に入り込んだ。

昭和3伴 5月初日付『日刊木材』の「スソ物、粗材(一等マークのものでも歩切れ丸身

のはなはだしい材)は完全にプイキ〔不利益〕化しており、元落ちも全盤入荷減とは関係

なしに大量にでている。・・・・例えばバタ角や柱でも二等、三等だから丸身やていさいなど

いい加減、といった製材品は市場ではどんどん排撃されている。安かろう悪かろうなら、

内地材より外材をあつかった方カ情利な面が多いj、

昭和40年4月16日付同抵の『パタ角も従来のパタ角とは比べも白にならない仕わけが要

求されていることで、たとえば九P角の場合、砥とんど末日取りであり、全部の面にツラ

がなければ検査は通らずキャシセルとなる。・・・・このように悪い条件にもかかわらず土建

章者は仕入れ面ではぜんぜん不自由を感巴ていないようで、お気にめさなければ納材して

もらわずとも結揮ですとの返事で、とりつくシマもないJ、

また、昭和41年10月18日付同抵の「ー態化した外材羽柄J、
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等の報道は当時の動きをよく伝えている。要するに、総体的にいえば外材は並材市場を

襲ったのである。一方、見え掛かり材はそれが等級のより高い材ほど外材の草署は小さ

かった.ここから国産材の生き残る道を、外材の入り込みにくい商品分野一ーその商品分

野に対応する素材の生産に求めようとの考えカ性じたのであろう(注 1) 0 換言すれば、

外材からの侵入をまぬがれた分野に避難する、という林業サイドの逃避的・受動的対応白

所産が良質材生産だったといってよい。

(注 1) なお、轟回学氏はこの点を~りように要約している。 r r良質材』生産の考

え方は直接には、四十年代に入って国産材が舛材との競争力を失い、一般にそ

の価格カ4低迷するなかにあって、ヒノキ材を中心とする『良質材』のみが価格

上昇を示す傾向を把え生じたもので、外材との価格競争力を備えるのは r良質

材』生産目舛にないとするものである。 J (轟田学『磨丸太林重研究の現在課

題J半田良一・義国学編著『日本林業の進路をさぐる[i] -ー磨丸太林業と

良質材生産ーー』日本林業協会、昭和54年9月、所根、 6頁)

外材と競合しない分野の頂点に立っと目されたのが磨丸太であった。それゆえ良質材生

産とは、具体的には磨丸太を頂点、とするところの無節の柱材生産を目標とし、それを枝打

の推進によって達虚しようとすることであり、したがってその内実は正確には高級材生産

なのである。こうして良質材生産の意味が商品としての質の向上ではなく、いわば商品種

としての高紐材生産へと歪められてしまった結果、それならば並材にしかならない原本は

どうすべきかというジレンマに陥ってしまい、そこから良質材{=高級材}は銘柄材にな

るが並材は銘柄材になれない、という奇妙な理解(=誤解)が一般化してしまったのであ

る。

再度図ll-3-1をみよう。林業サイドが危機技況に陥った第田期を丁度カバーする48

年までは、戦接一貫して続いてきた需要拡大基調という製材サイドの基本的環境条件はな

んら変化していない.外材との対抗関係から林業部門の方は43年から苦境にあえぎ始める

のに対し、製材部門町方は48年までは依然として「挽けば売れる』時代を軍歌しえていた

のである.言い換えると、製材部門は49年に至るまで載後この方真の不況を経験したこと

がないのであって、したがって林業サイドの場合とは異なり、第E期は製材サイドの従来

の対応への変革を促すものではなかったといえる。
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このように林業サイドと製材サイドとの聞には危埠技況に関してタイムラグがある。こ

のことが良質材生産の意味を塑材部門との連関ーーすなわち盟材品の商品としての質の向

上という問題意識ーーを欠いた専ら林主部門だけの視点でとらえてしまい、その取組み

を専ら林重サイドだけの臨行的運動たらしめる結果にさせてしまったのかもしれない。

48年を劃期として、戦後の木材需要の基調は大転換をとげる。それまでの需要抵大時代

一一いうならば[挽けば売れる」時代は終止特を打ち、もはや国産材、外材の別なく、木

材自体の需要が大幅に縮小・低迷する時代に突入したのである.それでも日年までの需要

はなお外材時代の開始期である42年時の水準を維持していたが、それ以降はさらに一段低

い水準にまで落ち込み、木材不況は一気に顕在化する。需要が縮小する局面というのは、

売手倒は互いにシェアを奪い合わなりればならなず、必黙的に売手聞の競争は激化する.

したがって買手聞が商品の選択の主導権を行使しえる局面であり、買手倒は良い品を有利

に入手することが可能となる。

一方、売手倒は買手倒から選別され商品は差別される、換言すれば買手のニーズに適合

した商品は買われ、ニーズに適わない商品は買われない、あるいは買われるにしても不利

な条件をのまされる羽田になる.要するに49年以降の時代は、製材メーカー・産地という

視点からいえば産地間競争の時代、商品という視点からいえば差別化時代ということがで

きょう。

このように産地問競争が識しくなり商品の差別化が強まるという環境変化に対応して、

最も競争力を有する商品プランドとしての東撞槍が一躍聾材メーカーたちの関心を集め、

そこから東謹槍生産に番人するメーカーが相次ぐことになったのである。すなわちこれが

印年代に入り東撞槍メーカーを急速に膨彊させた主要因なのである。

とはいえ第 I章第1節で詳述したように、東謹槍は従来の一般的畢材晶の欠陥を克服し

商品として際立つて良質であるという、まさに物質的内実をもつことによってその強い競

争力を確立してきた。だからプランドとしての名前を住用したからといって、それで東撞

槍メーカーになれるというものでは決してない。だからこそ東撞槍メーカーへの参入は松

匝地区や笹井・吉野というわが国屈指の有力産地のメーカーを中心に起こっているのであ

る.そしてこれは差別化時代における製材商品聞の撮しい競争の生々しい完替を物語って

いると同時に、東謹槍がすでに第E割に誕生していたことをおもえば、東謹槍は総体とし

てのわが国製材業がようやく第W期に謀題とするに到ったことをすでに第E割において違

底してしまっていた、いわば時代を先取りしてつくられた商品だったといえるだろう。

7 1 



第皿章東握槍の特質

第1節東準槍の商品的特質

東謹槍の商品的特質をまとめてみると、

①歩増し(歩切れ・寸足らず)

@ 良心的仕訳(不良仕訳)

@ 乾農(未乾聾)

@ きれいな仕上げ(粗雑仕上げ)

となろう。括弧内に従来のー盤的畢材品の特量を示したが、東量槍が従来品とはいかに

対極的な、まさに天国と地裁阻どに差のある商品であるかが分かる。そしてその天・地の

差をへだてている決定的部分はとくに①と@であろう。歩切れや不良仕訳すなわち量目不

足や偽りの中身で品物を販売するということは、ー量的常識からすればまさに「悪誌商

法J rごまかし商法」といってよいからである，東撞槍はそうした‘ごまかし'のない

E良心的'な商品としてつくられたのである(注 1}0 したがって①から@までの特質を

要約すれば、東撞槍は良質・良心的商品であるといえるだろう。

(注1} ここで属良心的植としたのはもちろん aごまかし'つまりは商業モラルの低

さに対する反語的用語としてである。

次に表皿-1-1、表皿-1-2をみてみよう。これはそれぞれ桑原、丸ウが本格的に

東量槍出荷を始動させた時点の、その実質的初出荷材の等級別内訳をみたものである。こ

れによれば、桑原の槍3m-10.Sc.角は訂3本中小節目上のいわゆる置物が蹴本同じ

く12.(回角は17本全部カ世物、1O.Oca角も 114本中市本カ世物である.また丸ウの槍3-

10.5ca角は却4本すべてがそして同じく12.0岨角も関本すべてが世物である.さらに表E

-1-3で桑原が東量槍生産を開始した年である4伴度1年聞について、メイン出荷先で

ある日集出荷材の中から、やはり主力材種である槍3m-10.Sc.角の等値崩内訳をみてみ

よう。するとその約8割カ慢鞠で占められていることが分かる。すなわち東橿槍は槍の世

物柱として誕生したのである.したがって換言すれば東畢槍は良質・良心的商品であるこ

とを実体とするところの槍世物柱ーーというアイテムーーとしてつくられたのである.
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表ill-l-l 桑原の第l回目聾横浜出荷材における槍3m -10.5co.角と樟3m-12.0咽

角の等組別内訳 (40年6月泊日〕

槍 3 m-l0.忌E 角 3 m-12.Ocm 角

等 級 体数 等 組 本数 等 級 本数

二等 4 一方上小ニ方上小 4 三方上小 1 

並一等 6 二方上小 18 四方上小

一等 却 二方上小一方小節 8 一方無節一方小節

並小節 9 二方上小二方小節 3 一方無節一方上小 3 
...-ーーー'ーーー~ ._~ ← 回ト司 一一-ー 『一一 一一 一，一 ・--~ -喧九

ー一-二~並二万小節 6 ニ方上小 13 一方無節二方上小
戸ー一一一ー ー ー 一一一一トーー・
並上小 11 ニ方上小一方小節 2 一方無箇ニ方上小 2 

一一
並二方上小 15 四方上小 11 二方無節

---- ー一一- 一一-， --~ ~~.・- - 干 旬 Fー・ー守ー

並三方上小 8 一方無節 16 二方無節一方上小 2 
~一一一 一一一一一一ー一」一一
並四万上小 2 一方無節一方小節 2 二方無節二方上小 3 

並無節 9 一方無節ニ方小節 2 富十 17 

並二方鰹節 3 一方摂節一方上小 13 
~..T___一一一一-，

並=方無節 一方無節二方上小 18 

並四方無節 一方無節ニ方上小 9 

特一等 羽 二方無節 11 
一一一

小節 19 二万無節一方上小 I10 
l 

二方小節 11 二万蕪箇二方上小 2 
~←】司 ー--~ ---- 一一
三方小節 4 三方無節 4 
トーーー 一一一一
四方小節 ュ方無節一方上小 2 

ほ生 幻 四方無節 2 
~-~- --

一方上小一方小節 9 富十 373 

資料:曇原木材『納品伝票」より

7 3 



表面一 1-2 丸ウの第1回目聾相模原出荷材の内訳 (41年4月29日〕

槍3m-10.5a・角

一等上小
引竺

槍3m -12.Oca角

等 級 本数

特上小節 10 

二面上小節 加

一面上小節 14 

四面上小節 7 

等

翌
日
一
向

一一ーー一一一→一一一一

節、節 -j114侍面白ti
一面無節三面上小 17 

一面無節=面上小 斗
二面揖節一面上小
-一‘ー〒』ー十一ーー

特四面上小節 7 
H一一一 +ー←・ー~_. "!ι 

特需箇 j 却
ト一一一一一 一一一一ーー-i-一一一一ー
特一面無節一面上小| 泣 一一三時節子百上/!~J--~
特ニ面無節 4 三面無節一面上小 5 

-ーート一一一一一
特ニ面無節一面上小 122

l!二堅竺三百主4-4一
時三百無節で面上十 i_~
;特四面舞節 i 1 
H |均一一

計 田

資料:伊藤林産「出荷仕切書』より.

このような特質をもっ東謹槍が強力江市場性をもちしかも高い価格形成をなしえたのは

なぜかを具体的にみてみよう.

まず第一に東撞槍は、案材材料として白規格性市世来品に比較して格段に高い商品とい

うことができる.その基礎が先に示した商品的特質の①{歩増し)である.規格というか

らにはまず正量晶であることが大前提である.しかも東橿槍はユーザー{さしあたりここ

では大工・工麓底)に対し、家{住宅)を建てた時点で正量を確保できる寸法を明確に設

定したのである.さらに重要なのは@の乾慢の実施である.
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去皿-1-3 摘3m-l0.5cm角の品等別価格帯別本散分布 (40年度・自損横浜)

15 7 ]S 

14 3 10 14 

13 36 13 13 

12 U 2 2 12 

11 回 2 11 

10 M 40 10 

9 10 2239 25 13 74 11 I 9 

8 24 11 114 2 2 10160 13 s 
7 3 40 2 4 35 3 11 51 38 7 

6 III 4 217 8 3 26 6 

5 4 耳目 19 9 5 

4 17 3 l却 42 9 1 39 3 3 2 231 3 I 3 4 

3 7制 5 1 93 2 4 124 3 24 4 14 13 6 1 3 3 

2 4 44 1 I I 2 

l万円It 6 5 1 7j円rt

トト トト トト トト トトト ト トトトトトトトト トトトト トト ト
Lr，) 

t-
'J 'J 'J 'J ず 'J 'J 'J '1 '1 '1 'J 7 タ 'J 'J 'J 'J 'J 'J 'J ク '1 'J 'J 'J 'J 'J 'J 

事 i- 事 並 1f. 並 ，か 並 並 上 赤上 並 赤 並

小小小小二二三三四 上上上上
-喧 ー・・ - - 噛四4 ・司. ー・. - 園田 ムムムムムムムムムムムムムム ーーーーーー ーーーー 四回-・・・.- _.・・・._.圃凹・・ -・・.・・・圃..・・d・・M・4・4・・・a ・・・4・ - - .副圃 唱E司

- 圃園田.--ー
等並 等等専 小小小小 '1、 小小小小 上上上上上上 上上上 上上 I I I I I I I I ムムムムムム ムムムム ムム

小小小小小小 小小小 '1、小 J:ーニ 小二上二三 I I 
I I 小上上 小小上上 J:ニ 上

小小 小小 小上

合計

本歓1t 4 6 51 512 3 9 1回 2却 9 1 lおm5 3 28 219 19 3 4 19邸 7 23 3 15 l拓 56 41 2 1濁85部 2 13 m 3 11 1 1 6 72 2 4 32 2.726 

(% ) (18.時 何.却 (18.0) (10.2) “i.4) (6.4) 

2.126 2.1~ I.m I.m 84~ 都 思 Jt

100.0 羽目 眠l (7.8 31.0 11.2 % 

VUi:色町I本村「必1:内側」よ吋



実は載債の木材重界の量大の問題点の一つは、未乾燥材を候拾し続けてきたことではな

いだろうか。その結果いまや「木は狂うJということが常語化してしまった.それによっ

て木材の使用分野をどれほど技めてきたかはかりしれないであろう。圭材材料が狂うとい

うことは欠陥材料とみられでも仕方がないからである。未乾農材であることの聖書は量接

消費時における失点だけでなし捷通過程における商品としても重大な離点をもっ.未乾

農材はそれを保有している期闘が長ければ長いほど多量のロスが出、品質も位下する.す

なわち狂いや割~搬や変色をきたす。当然買手はこうしたロスを見込んで値段をつける.

逆に売手倒は買手倒のコストとなるその分だけ安く販売しているわげである。一方、乾燥

材はある販売機会に売れ残ってもロスは少ないし品質も低下しない。だから買手は高く買

うことができる。しかも安心して在庫ができるから、不担朗ほど強みを発揮する。

未乾最材であるがゆえに惹起するとりわげ根本的問題は、圭材材料としての基本的構底

要件である精確なす法規格が厚生り立たないということであろう.つまり製材品のす法規格

は乾農を行うことによってはじめて保証されるのである。東嚢槍は乾爆を聾されることに

よって正量品であると同時に、従来品にない現格品としての責格を信えていたのである。

次に指摘しうるのは、東壇槍は商品としての質的安定性が高いということである.東謹

槍は仕訳が良い (00良心的仕訳)0 上小節なら上小節、無節なら無節として仕訳られた樺

の内容のパラツキが小さく、極めて安定性が高い.従来品は不当表示が問題になるほど内

容のごまかしが横行していただけでなく、植の内容と等量表示の買方を技視に応じて衰え

るということが顛まに行われた(注2)。表示が表示としての本来の役割をまったく失っ

ていたのである。しかし東謹槍は安心して買えるだけでなく、たとえ中身をみなくても等

級表示を示されるだ廿で内容が分かるので、格段に取扱い安い商品であった.

このように東擢槍は質的安定世・規格性の極めて高い商品であったのである。しかもよ

く知られているように住宅産量はクレーム型産主といわれる。それほど住宅をつくる事重

というのはクレームに悩まさ才l、その対応に費やされるエネルギーが大きい.したがって

住宅の施工者にとってはいかにクレームを少なくするかが重要なポイントである.その点

で質的安定住・規格性白高い東撞槍は、需要樹の藍しい条件をタりアするのにも非常によ

く適合した商品であった.

これは東畢槍の誕生と隠とんど同時却にー態化し始めた集成材(註3)が、まさにその

ような需要慣の要求を充たすべく登場しその市場を並大Lていったことと軌をーにしてい

るといえるだろう。すなわち東謹槍は集成材カ噴たしている極陸と同ーの揖能をもった商
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品ということができ、言い換えれば集底材の柱に対して一一機能的になんら遜色のない

一一ムクの柱としての商品的位置を占めたのである。

そして「きれいな仕上げJ (註4)という東謹槍の@の特質は「本鞠のムタの畢材晶な

のだから多少の難点・弱点はゆるされるJというわが国の林材業界カ唖厚にもっている甘

えを揖障し、東謹槍が蝿能的にだけでなく商品として集属材に匹敵する一一いや、集成

材が接着剤の不完全さゆえに変色等の劣化の問題カ性じていることからすれば、むしろ集

材をも越える一一商品であることを完虞させるものだったといえる。

(註2) たとえば『昭和田年度林重白書J (32頁)で優良事例として紹介されてもい

る岡山県美作産地では、かつて(とはいっても回年代後半まで}製材メーカー

は『その時々の市視に応じて同じ等量でも内容は衰える』と公言して膏らなか

った。

{注3) 丸七は東準槍メーカーとしてだけでなく集成材メーカーとしても有力章者と

して知られているが、その同祉における東量槍と集戚材{槍集戚柱}の生産開

始時期が隠とんど同時であるのは面白い.

(註4) 軟岡林材章界の機関証といってよい『秋田木材通信』は東畢槍の『きれいな

仕上げJを見て、その51年11月1日号で以下の如く賛噴しているo r村尾氏に

案内された{日栄・福岡市場の〕林場で、東語桧と軟回天彰の挽き肌を比べて

眺めながら、村尾氏ならずとも、角館や揖択〔軟田美人の本場中旬本場〕あた

りに見かける、女子高校生のような、つるつるした，白く透き通った肌が、東

謹桧とすれば、この軟回天杉は、化駐もろくろくしない、値苦茶婁{ぽばあ}

の肌だと、訟でさえ、悪口の一つでも言いたくなる。・・・・〔東量槍は)カンナ

を掛けたように、つるつるしている。・・・・事実、村尾氏に示された製品はカン

ナ掛けの必要のないくらい、見事江までに仕上がっていた。 j

東撞槍が需要によく適合した商品であったということを、今度はもう少しマクロ的にみ

ていこう.図s-3-1に示したように、軍E期{訂.....42年}第E期((3-岨年)は木材

需要の急増期ではあったが、本格的外材導入によって量的には健体的に安定した木材の供

給を確保し得るようになった時期でもある。ボリュームの充足は当額需要倒にとって商品

の選択性の革大を意味する。しかも経済の高度成長を反映して少々高くても良質なものを
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遷びたいという消費額向は益々強まってくる。そこから需要倒による商品の質を問う傾向

が顕在化する。言い換えれば商品の差別化が行われ出すのである.

これがわが国の木材市場にどのような形で顕れたかといえば、一つは第E章第3節で述

べたように並材市場が外材にとって替わられてしまったことである(注5)0 すなわち外

材製品と粗悪な国産材製品との閤で商品の差別化が行わh....その結果粗悪な国産材型品は

市場から駆逐されてしまったのである.

(注目 外材がわが国の市場に根を据えてしまったことについては、いわゆるユーザ

ーカψ同製品を選択したという局面と、製材部門が外材原木を選択したという

こつの局面で考えなければならないだろう.そして(盟材)産地形底の角度か

らいうなら美作産地の形成、日田産地の展開等からみて、とくに後者{原木涜

通)がメイシファクターと考えてよいかもしれない。ここではとりあえず商品

性の角度からの言及のみに止める.

市場から駆逐されるというのは量もドラスティッタな差別化の局面といってよいが、差

別化は市場に島ち残った商品同士の闘でも当無行われた.それが目下にみるもう一つの局

面である.

36年以降外材輸入が本格化すると、木材市場を取りまく環境は従来にない変化をみせる。

表ill-1-(に示されているように畢討品の価格は鞍後ほほ一貫して上昇を続けてきたが、

訂年には前年より落ち込みをみせ、以後40年までまったくの樟這い抗曹を続げる.そして

こうした長期にわたる市況恒速の後、 41年から再び材価は上昇に転じるが、その内容は従

来みられた材価上昇とは異なった様相を示す.そこでは等紐聞における明確な価格上昇格

差が表れだし、低等親材白価格は依焦樟這い抗墜を推移するのに対し、高等親材ほど情格

上昇率が顕著となる(表m-1-5)0 

また図ID-1-1から分かるように、樹種聞においてもはっきりとした価格上昇格差が

表れ、とくに槍とそれ日外白樹種との価格差が広がり出し槍カ噴きんでて高い樹種となっ

たのを蛤め、杉と松との闘でも価格上昇格差カ性じ出し彰が高〈なる傾向カt顕著化した.

これらをトータルに象徴するのが、槍の置物が高価値商品化したことであろう。
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表ID-1-4， 題材品の卸売価格指数

( 1 )昭和幻--35年包7年=1∞) (2)昭和お'-4伴邸年=1∞>1
幻年 1∞.0 お年 I∞.0 
加 l担.1 お 122.0 

却 146.4 訂 122.4 

却 127.6 泊 1お.2
-

31 132.9 泊 123.7 

一一
詑 149.0 40 120.5 

目ーー

お 146.0 

剖 149.5 

-一.-一
お 159.0 

注 :日本銀行調べ(物価指数年報). 

責料:林野庁監修『林業統計要覧・時系列販J (林野弘梼会、昭和47年}回頁.

表lli-1-5 スギ正角の品等間価格差の推移

小節 等 2 等

昭和40 1邸.1α) 134.2∞ 1∞.0α) 
41 l印.0 143.1 1∞.0 
42 1回.1 136.9 1∞.0 

』一一一一ー
43 加6.8 157.0 100.0 

44 213.9 162.5 l∞.0 

資料:経祷調査会「積算責料』

注 : 1)東京における1m当たり(長さ 3m、lOc・角)の大口需要者価格による.

住 : 2}問屋庖頭または置場筆し、現金取引の価格による。

住 : 3} 44年は1"'6月平均である.

引用者注 r昭和44年度林業白書J51頁より.
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樹種間価格差の拡大図ill-l-l
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41年に始まるこの等組問樹種間価格差の拡大こそ、商品の差別化現象にほかならない.

この時期からその商品としての質の違い、すなわち「ごまかし商品』か「ごまかしのない

商品」か、買手の立場になってつくった良質な商品か買手の立場を無視した劣悪な商品か

の違いによって、製材品に差別化が起こり始めたのであるる.こうした商品としての置を

問題にする評価の投葺慢が、先にみた等級間樹種間価格差の拡大という形をとって表tL..

槍の世物を植に対し最も高くプラスに差別される商品たらしめたのである.

したがってよくいわれる槍が杉より高くなったのは、彰には米栂という代替材があるが

槍には代替材がないから、との常識的理解ほあまりに一面的すぎるといわざるをえない.

米栂が彰の代替材であるという場合、それは主として杉の並材(見え隠れ材)の代替材を

意味しよう。とすればこの場合の末栂はなにもちだげではなく槍白代替材でもある。また

杉の高級材には代替材として米杉があるというのなら、槍の高経材のそれにも米槍や台湾

槍があり、むしろ槍の代替材のほうが充実しているほどである.そしてそもそも上のよう

な理解では、杉と槍との闘では一見説明がつくかの如くみえるが、杉がそれより代替材の

少ない桓より高価値化した事実の前にたちまち自己矛盾に捕らざるをえない.

さらには費量的に充分候給されしかも原木の高品位性{高樹齢・高蓄積)に比し、信じ

離いほど安い製品{主型品は土台角}にしかなりえていないあの青轟ヒパにさえ代替材が

進出し、それがいまやその代替材である米ヒバのほうが高価値商品化してしまったという

事実は、商品としての質の差別化を問題にすることなくして理解できないであろう。すく

なくとも代替材の有無という即物的な事情のみを根揮に樹種間価格差の顕著化を説明する

ことには無理がある.

多く白槍メーカーカ世物をつくろうとした.そのことが結果的に商品性のより高い製品

づくりを行わせ、槍と杉との価格差すなわち槍の差別化をもたらしたといえよう.そして

とりわ貯良質・良心的な商品として他材に対して圧倒的な競争力をもつに至った東濃槍カt

突出した差別化商品すなわち最優良の銘柄材となったのである.
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第2節東謹槍の止揚

第E章第1箇で明らかにしたように、東謹槍は特定の資謀的換背地なしに一一それに代

わって原木市を原本候給額として一一一形成され展開してきた。この原木の超地域性こそ

東謹槍という銘柄材のまず第ーの特置といってよい.

これは次のメーカーの出自の問題と直接的に関わってくる.というのは東撞槍メーカー

という製材メーカー群は産地という地域担金では括りきれない.第E章第3節でみたよう

に50年代に入ってからの東海、近聖を中心とする東謹槍メーカーの膨張が、そのことを極

めて劇的に表しているといえるが、そもそものはじめより東撞槍メーカーは地壊で包括で

きるメーカー群ではなかった。

まず飛車草川、桑原、丸ウ、丸七、北嶋の5社は鼓阜県のメーカーであるとはいえ、 40年

代を通じこれら5社の所在する町村には合わせてほぼ郎社位のメーカーがあったにもかか

わらず、加茂郡七宗町には飛騨J111社、加茂郡白川町には桑原(ただし本社は愛知県犬山

市)、丸七の2社、益田郡金山町には北鴫1社、少なからぬ人1J{東謹槍の発祥の地あるい

は中心地と誤解している恵那郡加子母村には丸ウ 1社と、東撞槍メーカーは各地に分散的

孤立的に尭生し、決して同一地域に括れるような成立の仕方をしていない。そしてなによ

りもこれら先発メーカー群の申でも飛騨川と並んで最も早期にそして独自に東謹槍生産を

始めた河内は三重県のメーカーなのである.このように東量槍艶柄はそのメーカーの超地

域性を第二の特質としているが、これは原木白超地域性がもたらす当然の帰結ともいえよ

つ.

東謹槍銘柄のこのような特賞は、もともとその商品としての性格に内在していたといえ

る.東謹槍は f歩切れ・す足らずJ r不良仕訳J r未乾燥J r粗雑仕上げ」という、従来

の一般的製材品の欠陥を克服してつくられたものであった.すなわち東撞槍によって顕現

される良質性の実体は、すべて畢材加工レベルによって形成されるものであり、そこには

直木の特定の出自にこだわる必無性はなかったのである{註1)0 このことカ環謹槍メー

カーを超地壊的に成立させ、そしてその原木を超地壊的に集めさせている基本的要因であ

ろう.

(注1) 確かに原木の超地場性は東量槍銘柄軍基成過程の実態であり、東温槍原木の実

体であるが、それは特定地場産材との結びつきを必ずしも否定するものではな

8 2 



い。肝腎なのは東握捨は原木市{の慢能)を基盤にして成立した銘柄材という

ことなのであって、原木市が特定の林重地壇と結びついてもそれはいっこうに

構わないであろう。

とすれば東謹槍という銘柄材は、従来の銘柄材とはその性格を異にしている。従来の銘

柄材は特定の隈られた地域で生産される、特産物という世路が強かった。たとえば、それ

らは木曾槍や軟田杉がそうであるような、特定地壌で生立した天然の良質な林木責握を有

するとか、あるいは吉野・北山に代表されるすぐれた育林技衝が生み出した良質な林木資

揮を有するとか、いずれにしてもある特定地壊に産出する良質な林木資額によってつくら

れた。言い換えると責檀生成過程が自然によるか人為によるかの違いはあtL-.ある地場・

場所に固着した特産駒という性格が謹厚な良質林木賞謀を圭材として形成されてきた。こ

の従来の地域特産物的な銘柄材を、鞍前型銘柄と呼ぶことにしよう。戦前型銘柄材は特産

物的な地域林木賀援のその圭材の良質性に依りかかってつくられた。それゆえ鞍前型銘柄

は、それを担う明確な産地を呼称とする産地銘柄なのであり(注2)、なおいえば原木銘

柄なのである。

{注2) これと同次元の議論を産地論として展開した轟回学氏は「戦前型産地は特産

地としての性格をもつものであったJことを指摘している{轟田学「林主にお

げる産地形成と森林組合の役割J r農林金融』却l号、 l町7年、 9頁)

これに対し東謹槍は担材品の商品としての質を高めることによって形成された、いわば

製材品銘柄ーーなおいえば後述するようにメーカー銘柄一一ーである。さらにいえば東謹

槍銘柄は、まず製材商品ー盤が具有しうる普遍的良質性を備えた商品として出現し、かっ

そうした担材商品を製造するメーカーのニーズに適合する原木を広域的に集める、という

底り立ちをしている。東謹槍が体現しているこのような銘柄材を、戦後型銘柄と規定する

ことにしょう。

従来の銘柄材理解は戦前室だけでとらえられてきた。東謹槍の場合も f良い製品は地填

特産の良質材からつくられるj というとらえ方がまずあって、だから「東謹槍は東量産原

木からつくられた」という虚構=神話が生まれたのであろう(注3)0 
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(注3) こうした神話的理解をしているものとして、岩水豊・今山林・他著『銘柄材

づくりへの道一東濃ヒノキの事例に学ぶ一 J (社団法人全国林章改良普及

協会昭和田年1月)等がある。

実をいえば、この虚構性は吉野・北山の銘柄材についても指摘しえる.吉野・北山はそ

れぞれ独自の高度な育林技街を有し、そうした育林技術によって成立せしめた地場林木資

額(地山物)を背景に銘柄を形成してきた。その限りでこの両者は鞍前型銘柄の代表と

言ってよい。しかし載後の吉野杉・北山磨丸太がそれぞれその原木を地山物だけにたよっ

てきたのではなく、むしろ広壊的に原木を集めることによってつくられてきたことは周知

のことであり、それには詳細な調査研究結果も著されている(注4)。しかも両銘柄材と

も植地域材のウェイトの方が圧倒的に高い事実さえよく知られている.

(注4) 岩井吉弥『京都北山の磨丸太林業一一林業産地再編のメカニズム一一J (都

市文化社、昭和61年)、同「北山の育林生産構造一一生産拡大への育林経営の

対応J、宮前洋一「一次抵大地壊{京北町)における磨丸太林重の展開J、藤

原三夫『二次拡大地壊(船井郡その抽)における磨丸太生産J、岩井吉弥「吉

野磨丸太の生産構造J (いずれも前掲『日本林葉の進路をさぐる(1 ) ー磨

丸太林業と良質材生産一一』所収)

こうした完警に対し、一般には銘柄材の水増しとか、ニセ物の樟行という、受けとめ方

をするのが支配的である.しかしこれは吉野・北山が鞍前型銘柄白殻を自ら突き破ってき

たということ、言い換えると戦後型の展開を大々的に行ってきたということであり、そう

した鞍換型展開を鞍前型観点だけでみた場合、上記のような非難といってよい反応になる

のであろう.

では吉野・北山を載後型としてみた場合はどうかといえば、両銘柄材とも地山との結び

つきを残している眼りで、それを純粋の戦後型とはいえない，この点東謹槍は地山という

.不純物'を一切もたないことによって純粋の鞍後型として登場したのであり、また東謹

槍によってはじめて吉野・北山等の鞍桂型D大発展をも、それをまさに鞍棲型としてとら

える観点が与えられたのである。

こうしてみてくると、産地銘柄とはいえない東謹槍に『東謹Jという産地名がついてい
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る理由も、本を正せば当事者たちが路柄を鞍前型だけで理解したことに靖を尭したものと

いえるだろう。

それでは「東揖槍」という呼称=マークは実際にはどんな意味をもったのであろうか.

それはこのマークが一種の品質保証の機能を果たしたことにあるo r東謹槍j は前節に示

した①-@の内容をl*証する、いわば商品としての品質保証マークを表した白である，こ

うした統一マークを掲げることによって、東撞槍は直接的には需要サイドへの品質保証を、

そしてさらにはメーカー自身に対し商品性向上を推進するはたらきをした.

すなわち表団学氏がいうところの「民間JASJとしての世割をもったのである。品質

保証マークである f東謹槍」が、メーカーたちが自主的に掲げる「民間JASJであると

すれば、その品質を保証するのはいうまでもなく個々のメーカー自身に阻かならない。そ

の限りで、東謹槍はあくまでもメーカー銘柄なのである.

東濯槍の「東謹Jが多分に当事者たちの誤解に基づいていたと同様、 『槍」についても

それがいえる。東撞槍という差別化商品をつくりだした当事者たちも、実は差別化につい

ての理解が完全なものとはいえなかった。東撞槍はそれがたまたま槍役物柱という品目で

誕生したがゆえに、被らは(そして林材業界一最も)その銘柄性の担揮である東謹槍の商

品としての質を、槍投物柱という盈Eに置換して理解してしまったのである.そのため長

い聞東謹槍メーカーの生産品目は捨一辺倒に憤き、しかも投物採りしかしようとしなかっ

た.

しかし回年代後半に至り、ょうやくこのことに気付く東撞槍メーカーがでてくる。 57年、

まず丸ウが9c・角の小角材を主体とする槍小笹木製材に乗り出し成功をおさめた。ついに

東撞槍メーカーが並材分野にも目を向げ始めたのである.

さらに団年、桑原は軟田彰製材の本場秩田県能代に工場を取得し、それまでどのメー

カーもなしえなかった槍以外の樹種ーーすなわち杉製材への進出を果たした.しかも軟田

におげる杉里材であることから、桑原はそのマークとして東撞も槍も使用できないという

ことに直面する.当副桑原は軟回のメーカ一同様『軟田杉』白マークを用いていた.しか

し聞社は直にその使用を止めてしまう.というのは軟聞の産地名を入れることによって同

社の担品は、従来の軟国主主製品の価格水準に足をひっぱらh...実際の価値より抵くみられ

るというマイナスがはっきりしたからなのである.事実、同社の軟回杉製品は『軟回」を

入れないーーしたがってメーカー名だけの一一方が高価格を実現できたのである.

一方、これと期を同じくして東謹槍からもその「東謹槍j マークをはずしてしまう傾向
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カ4顕れる.そしてマーク無し回東謹槍というご〈量近のこの傾向広東謹槍メーカーの聞

に徐々に広がりつつある.つまり東撞槍メーカーは、東轟槍がまさにメーカー銘柄である

ことを明確に自覚しだしたのであり、同時に披らはそ白ことを積極的に是認した白である.

これは、東揖槍メーカーたちがそれまで白商品生産技術白蓄種{ノウハウ}を活かすこと

によって、商品としての良質性の植材への拡大を開始したことに、まさに対応したものと

いえる.東撞槍は止揚されたのである.
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終章東撞槍の商品論

ーーわが国における製材品市場の新段階

林木は多分に自然生産物的であるがゆえに、生産過程で直接商品としての品質を視定し

にくく、商品としての品質のランキング(価値序列体系}は捷通過程ではじめて規定され

る傾向がある.

f伐ってみなくては、挽いてみなくては、売ってみなくては一一そ白価値は判らない」と

いわれる所臥である。

したがって、植の生産物以上に需給関係が量迫的(売手市場}であるか弛緩的(買手市

場)であるかによって、商品としての品質の評定がルーズになったりシヴィアになったり

しやすい。すなわち需給関係が売手市場的であるほど生産過程はニーズとの草離に不感性

でいやすい(木ならなんでも売れるから)、言い換えれば商品の品置に対する情報が切断

される、あるいは少なくとも情報の伝導性を著しく値下させる。それゆえ益々品賞決定が

生産過程を離n..捷通過程で書意的独善的に行われやすい。つまり林材重は容易に悪筆商

法的になりやすい。

そのことの極靖な倒が序章で詳しくみてきた「木ならなんでも売れる』という様相を呈

した主再代半ばまでの需給闘採の逼迫却であろう.しかも第E章第3箇で指摘したように、

49年に至るまでわが国の聾材重は鞍横一貫して静揖{売手市場}を置歌してきたのであり

「換けば売れるj 寝境に浸り続りてきたのである.したがってわが国の林材章には上述の

傾向がいわば負の遺産として体質化一一構造化してしまっているのである.そうした林材

章のー盤的技態を、かの有名な軟国産地の場合でみてみよう.

( 1 ) 秋田材の商品論

l 情報無き生産

歌田産地にはかの有名な天棋杉(秩回杉)とは別にいわゆる特別経営時代に植林さn..

地元で長らく‘造彰'と呼び習わされてきた彰費量がある.この造彰から首都圏市場向げ

の商品として横を採り{新)木場問屋に出荷した場合と、九州、新語等向けに割角を轟り

県北木材センター{秋田県北木材センタ一、歌田県大館市}に出荷した場合の、価格 (m
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当たり単価)を比較してみると表N-lのようになる.

表N-1 橿と割角(等報別)の価格比較

積!?」!?」lTJ|:」
52年 1月|回，棚

田年 1月 I 47.側
120，ω0 

115，航同 324-22J22 
刷

刷

一

刷

l

川
一
札

制
価
一
一
制
一
一
側
一
一
側
一

脚

邸

側

一

側

側

一

m
m
p
細
細
三

側
剛
一
剛
一
剛
一
側
一
…

m
一
訓
五
加
一
旦
…

畑

一

畑

一

側

一

剛

山

一

一

時
国
は
一
人

刷
一
刷
一
刷
一
刷
一
剛
一

毘
一
目
一
日
一
純
一
回
一

月
一
月
一
月
一
月
一
月
-

E
E
E
E
ル一
J9ヰ 113 4tl，凶則 叩，四回 210，国岡 I 310，0∞ 部O.棚 i
印年 1月 48，倒泊 部，蜘 200，側 制，(削

日年 1月 46，日拍 町，棚 220.日x> Z悶，回目
一一珊m一刷，←棚一寸| | 一一品」一一一ー

沼年 1月 45.瑚 弼，側 240.倒閣 盟問，脱却

63年 1月 i日，0∞ 1ぉ，醐 捌，側湖，蜘~∞，脚 1 

1最高価格

最低価格

69.醐 i 180.蜘 3団，側 、 4印，卿 i 邸周，(削

げ竺竺j僻 9月! 臼年9Ri !日年一2月! 日年 3月i
i ~~，瑚i. 叩，脚 I 160，脚 200.脚|肌脚

61年 7月 l~千6~J_ 5辞引 5拝 1月I5伴 5月

資料:割角は秩田県北木材センターの出来値、橿は東京軟回全評定による

車京庖著幅格。

註 :横の長さは3.65・、割角の長さは泊。

これから分かるように橿の過去最高価格と割角四面無節の過去量高価格を比較すると前

者の印，(削円に対しt走者は瑚，醐円で割角は揖の7倍以上、慣の過去最高価格と割角一

面構節の過去最極価格を比較しても、前者自69.蜘円に対し盛者は叩，(削円と割角田眠う
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がなお3割も高い。同じ造杉から、橿を揺るのと割角を聾るのとでは、そして首都圏で売

るのと九州、新語等で売るのとでは、その価格に極めて大きな聞きがある。

ところがこのことを軟田の梓材業界が知ったのは、この表の最初旬データの年すなわち

52年1月なのである.それ以前は軟回の章界は割角を採れば日)()，(削円/01になる木も、

造杉からはすべてせいぜい団，(削円/rri位にしかならない椙主体の羽柄材一辺倒の担材を

していたのである.

実はこの造杉は61年生以上の齢鰻面種が全国のそれの1割以上も占めるという高樹齢・

高蓄積を有し、今日わが国に蔑された数少ない高品位置語であり、現に章材として候給さ

れる造杉は尺上材が主力である。しかし51年以前の秩田産地ではこの造杉を太い物から細

い物まですべて揖主体の羽柄材一辺倒の製材を行い、主として東京の木場問屋に販売して

いた。そのため造杉はその橿の売先である首都圏市場の長さ規格に合わせすべてー樟に3.

白mに造材さ才L 山元槙算価格ーーという要するに『一山いくらJで‘処分'されていた

のである。つまり秋田の婁界では造杉からはせいぜい羽柄材(その主体は5万円/rn前後

の揖)しか採れないと信じて羅わず、高価格の置物が採れるとは考えてもみなかったので

あった。

ここから次のような象徴的出来事が起こりもする.

石油ショック債の市況不甚カ鳴く申で造杉量材は深刻な赤字に笹み4弘司昨といわば出

口なしの杭視に陥った.軟田林材霊界ではまさに死活問題として、重界を挙げてこの「造

彰逆ザヤ問題Jに取り組んだ白であるが、その具体壊はといえば、秋田県畢材協会{樟川

大二郎会長一当時・現全国木材組合連合会長}が中心になり f国有林の造彰原木価格引下

げを最も大きな課題として取り組み、営林局に対して陳情を撮り返Jすことであった(

『軟回木材通信』日昨12月21日号)0 

この時軟田林材業界は f造杉の価格算定は、原木町市場価逆算方式でなされているが、

これを廃して、製品逆算方式を採用すべきj と主聾し、なぜなら f造彰製品と北洋エゾ・

トド製品は、観合の激しい関係にあるが、造杉白今後の生きる道は・・・・六.000円とい

われる国際的な木材の平均価格に比較して日本の造告は、遥かに高いという点を是正する

こと。つまり、造彰も国際価格水準に近い観まで引き下げJる必要がある{r鞍回木材通

信J51年7月6日号)、というものだった.

要するに、造彰からは首都圏市場向けの羽柄材しか採れない、そしてその羽柄材は北洋

材と競合するのだから北洋輔量品に対抗できる原木価格を設定すべきだーーこれか軟田林
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材業界のいう製品逆算方式であ旬、煮詰めてしまえば、造杉原木価格を北洋材原本価格と

同じ水準まで引き下げるよう主聾したのである。

確かに原本価格の算定を畢晶逆算方式で行うということ自体は、当をえた主聾ではある.

しかし問題はその先であって、造彰から羽柄材を採って従来の販路に委ねる白か、それと

も世物の割角を採ってそれに相応の甑路を求めるかで、その算定価格はまったく異なって

くる(先の表はそのことを明確に示している)0 言い換えれば市場価逆算というときの価

格算定の起点、つまりは販売の終点をどこにおくか、ということはその原木からどのよう

な商品を製造するのか、しかもその買手はどこのだれとする方、等によって、林木の値段位

多樺かつ極めて大きな差を伴った表れ方をするのである。

したがって市場情報を収集し消費者のニーズを把草した製品づくりをするか否かで、同

じ星品逆算方式でもそこから反映される厚木価格はまったく異なってくる.秋田の婁界は

こうした初歩的知識と努力さえ欠いたまま、ただ情性的唯費量尊的に羽柄材の生産を行い、

そして製品の価格が安くなるときまって営林局に対し1草木の価格を安くするよう泣きつい

ていた一ーその挙句が造杉を北洋材と同等の値段まで安くせよとの主聾{泣き言)にま

でなっていったのである.

情報に対する靖極性はえてして勝手な思い込みーー神話の創造一ーを生む，軟田の章

界の場合もそうであった。。上述の「造杉の原木価格を北洋材原木価格と同水準にせよJ

との軟田章界の主聾は、 I造杉製品と北洋材製品は蹟合するJということを担昆にしてお

り、この認識はいまもって軟田の業界の常識として撞われたことがない。ところが実障に

調査してみると、造杉里品と北洋材製品との聞には日とんど競合性はないのである。

造杉羽柄材の代表的品目は①揖O.3ax9.0司)、@押揖(].3cax4.2唖)、@小割包

lCl1x3.0 ca)で(長さはいずれも3.65.>、秋田ではこれらを主量品として生産している.

すなわち22c・下材からはすべてこれらを主製品に採るのである。

一方、まず①の揖は、北洋材エゾ訟の揖も確かにあることはあるカたしかし北洋エゾ睦

の主力製品は垂木(4.0aIx3.0圃)であり、橿はせいぜい壇材から握られる程度でしかな

い.したがって産出量もたかがしれており、市場を左右するほどのカはなく、だから造杉

と阻とんど麗合しえない.

@の押録の場合、 jt.洋ヱゾとやはり北岸材の欧州赤訟に同製品がある均九北洋エゾにつ

いては①であげた理由によ旬、そして欧州赤訟の主力製品は造作材の畳居・鴨居00.5圃

x4.5司)、廻属(4.5cax4.0団)であり、押緩はまたもやその靖材から採られる製品と
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いうことで、これまたほとんど競合しない。

@の小割は欧州葬斡にも同型品があるが、やはり上記の理由で競合といえる体のもので

はない。

このように秋田の羽柄材とまともに競合しあう抽材はないといってよい.そしてこれら

の品目の首都圏における軟田材のシェアはほぼ9割にも達しているのであるが、その理由

はまさにこの競合材がないという極めて単純な帰結によるのである.

『造杉逆ザヤ問題』が死活の問題とされる低ど揮刻な事態を迎えていた時でさえ、駄田の

業界ではこのように簡単に知りうる市場調査さえ行われず、そしていまなおこの誤った認

識を脱しえないでいるのである。

しかも悲喜劇的なのは、造彰から高価値商品が轟れるとは考えてもみなかった駄目林材

業界および軟岡県当局は、天杉(敷田杉)時代カ唱わると軟田は舛材(=北洋材}産地化

しなければ産地として成り立たぬと展望していた。このポスト天杉の大綱方司5年に打ち出

された I能代港及び佳代木材団地建設構想』である。そしてこれに沿っ1・、いよいよ天彰

もわずか6万d時代を数年後に控えた51年7月には、

I軟田県の、そして、能代市の基盤をなす木材産業が、その未来を託さざるをえない北洋

材の、現実の実態把握のために』県・婁界挙げての訪ソ木材工業視察団が送られる(r軟

田木材通信J51年7月11日号)。そして周年12月には北洋輔の輸入促進を目指して能代・

山本地区(山本郡)の婁界は「能代山本日ソ木材協会Jを発足させている.

45年時からの基本構想とはいえ、この年にこれほど北津材熱が高まったのは、もちろん

前述の造杉逆ザヤ問題による危揖惑が一気にその引き金になったからであることはいうま

でもない.このように造杉をまったく視野田外におき北洋材に産地白未来を託そうとした

ことは、要するに軟田の霊界は造ちを木とはみなさず、いうならば・草履い'していたの

である.

2 情報のギ+ップ

軟回の霊界が造杉を=草扱い'し持て余していた時、造彰をめぐり歌回の舛界では改の

ようなことが展開していた.

現在でこそ九州で杉田怪物柱といえば割角とされるほど、九州は割角志向の強いところ

であるが、実は40年代までの九州の柱は芯持柱が主撞であったo4(昨代半ばに、この九州
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で最初に杉の割角を開発したのは、熊本県揖前町の製材メーカ一日進{日進木材工童、本

社槙阜市}である。いまも多分にそうであるが、当時九州の一般的製材メーカーは柱を土

台等とともに一括して構造材と呼び、製材過程でもとくに区別なく挽いていた{甑売先が

そしてせいぜいメーカーが出荷時に、いいものを柱として分けていた}。だから柱に投物

がある、とみる意議は甚だ怪かった.

そこへ日進は柱の世物性を前面に押し出した新商品として割角を開発したのである。そ

の結果従来の志持柱との聞に差別化が生じ、割角は非常な人気商品となった。需要が伸び

てくると同時に、日進を量も臨ませたのが原木の確保という問題であった，割角用の原本

は人工林の尺上材で、ある程度目のつんでいるものが望ましい。周知の如く、いまのわが

国でこの条件に適した原本を安定的に棋給しえる地壌は極く隈られるであろう。日進は割

角用の原本を求めて文字通り全国を回った.そして行き着いたところが軟田であり、造杉

だったのである.こうして時あたかも軟回の葉界が『秋田営林局に対し造杉原木価格の引

き下げ陣情を稜り返l.，Jあるいはまた &jt洋材時代E を夢みて訪ソ視峯田を送ろうとして

いた矢先の40年代後半には、日進は三井物産株主を通して、秋田から良質安価な割角用原

木を安定的に入手し始めたのである.

また、日進が開拓した割角需要を逸早くキ+ッチしその生産に乗り出したのは、福井県

武生市の畢材メーカー闘材木庖であるが、同祉もまた日進と相前後して割角用車木を秋田

から入れ始めている.

ところがなお驚くべきことに、造杉が県外章者の閤材木庖に買わn...そして三井物産林

主によって県外に売られていることを、軟回の章者たちは決して知らなかったわけではな

いのである。むしろ多くの章者たちは知っていたのである.だから(こんな造ちを買って

いくなんて)不思議だとは思っていた。しかし彼らは情報を得ょうということにまったく

慎関心であった。

さて、秋田が官・民挙げて目指していた-;ft洋材産地化'構想はあっけなく靖話する.

その・北洋材産地化.を粉砕したのが軟国産地自身による割角生産の開始である.それは、

熊本の有力製品開屋三重木材カt杉の割角換を軟田の産地市場県北センター{協同組合駄

目県北木材センター}に依頼したことカ九大きな転慢となる。そのために三嚢木材では県

北センターの担当者を熊本笹島の担討メーカー、製品市に実際に案内し、加工方法や仕

訳を基本とする割角星造のノウハウを知ってもらい、その県北センターの指導によって駄

目のメーカーがつくったのが5~年 1 月に世に出た新商品『十尺割角J なのである. その
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割角の出来はまだ多分に粗削りで、いわば太田の揖といった程度の物であったにもかかわ

らず、橿が却，蜘円に対し割角は一面無節が120，【削円、二面鰹節が1印，(削円、三面無

節が2∞，(削円、四面無節が車問，(削円となり、割角はそれぞれ揮の値段の2.4倍、 3.2

倍、 4.0倍、 6.0倍もの高い価値を実現したのである(表N-lの52年 lnのデータ参

照)。

3 情報受信力の悪さ

しかし、秋田産地の‘罪主'はこれで鍵わらない。しかもそれは現在形で語られねばな

らないのである。

造杉から割角を採るようになったとはいえ、その割角用白適材は尺上原本に隈られる.

したがって割角向きでないもの-ーとくに敷田で小丸太と啓しー話して撮われている忽c・
下材からは、秩田の業界はやはり相も変わらず一律に羽柄材を採り続けている。だから量

的には依然として羽柄材が敢聞のメジ+ー商品であることに変わりは屯い，そして軟国産

地のメジ+ー商品である、その羽柄材のメジャー出荷先が(新)木場問匡であるという形

もまたいまもって変わらない。

ところが軟回のメジャー商品が羽桶材であり、その羽柄材のメジャー出荷先が{新}木

場問屋であるのと対照的に、 (新)木場問屋にとってのメジャー商品は圧倒的に舛坊であ

り、いまの彼らにとっては国産材自体がマイナーな商品にすぎない。だから、

「鞍回全の例会で軟回目割角等の撮いがテーマにのぼることがあっても、 『よし、売って

みよう』という熱が揖いてこないのが実情です.いまの木場は舛材の扱いが主ですからほ

とんど電話だけで取引できます。要するに机に直ったままで商売になるんですよ。ですか

らとくに若い人ほど営婁の苦労を知ら担いで育っています.しかもトップがそうですから

・・J (東京軟回全会長 I名倉商庖」祉長名倉世世民)0 

このようにいまの(新)木場問屋は国産材に魅力を感じておらず、したがって国産材産

地を育て鐘え上げてやろうという艶意が撤弱な章界だといってよい.言い換えれば首都圏

市場における国産材擁通の担い手という檀点からみると、 {新)木場問屋はかつてのその

襲からは程遠く、いまやマイナーな担い手でしかない.したがって軟国産地はそのマイ

ナーな担い手に対し、その彼らにとってマイナーでしかない商品をメインにしてつくてい

るのである。
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いまや首都圏市場における国産材読通の主要な担い手はもはや(新}木場問屋ではなく、

担品市売市場がそれになっている。そこで首都圏の国産材型品撞通のメジャーにとっての

メジャー商品はどんなものかといえば、まず量的に最も多いのが、

彰 4田 9 c・角 母屋・桁

杉 4・ 10.50・角 母屋・桁

であり、次に多いのカ岱持柱で、その主力は、

杉・桧 3. 10.5c・角

彰・桧 3帽 12.(旭角

である。つまり首都圏の国産材需要のメジャーは長さが3m、4mの芯持角頚なので

あって、したがって秋田のメジキー商品羽柄材は首都圏における国産材需要の中では、非

常にマイナーな商品なのである。

~に長さ規格についてみていきたい.これまで軟田の章界が造ちに対L.3.65m造材を要

求してきた根障は、 「それが羽柄材の需要地である首都圏市場の規格に合致しているか

らj とされてきた.周知のように羽柄材や造作材の長さ規格が4皿、 3.8m、3.白mの三

種類あるのは、ー聞の単位カ守謂西、中京、関東・東北等でそれぞれ6尺5す、 6尺3す、

6尺という具合に異なるからであり、確かに首都圏はー闘が6尺すなわち3.65・地帯では

ある。

しかし首都圏で羽柄材が3.白血規格でなければ使用されないかといえばまったくそうい

うことはなく、事実、 4m鞠も 3.8m鞠も使用されている.

これについて軟聞の羽柄材捷通のメジ+ーである(新}木場開匡は、

『われわれ問屋としては3.白には全無こだわりません。 4mでも売れるんですから。一丁

単価が同じならもちろん4mの方を買います.ただ産地慣が{民3.伍造材に〕反対してい

るものに、こちらから口をはさまないだげです.しかし国有林は4mの方カ噛対プラスに

なるはずです。全国サイズなのですからo J (前出名倉敷回全会長)

と述べる.

また、羽柄材のメジャー商品といってよい北洋エゾ垂木の長さ視格は.tmか3.8mであ

り(首都圏市場にくるのは主に後者}、丘町E という捜格はない{ただし北海道のエゾマ

ツは3.白血}。因みに舛轄のー艦的な長さ混格は、~t.洋輔が.f mか 3.8m、米材が.t mか

3mであり、やはり3.日m現格という白は抵い，
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さらに首都圏における造作材規格の場合には4皿も 3.8mも使われているというだ廿で

なく、 4m規格の吉野材のウエイトが最も高く、 3.8m規格の三河材のウエイトがそれに

次いで高い。逆に3.白血規格はマイナーな位置にとどまっている.要するに首都圏におけ

る造作材の規格ははっきりと4・が優勢なのである.

このように首都圏市場における3.白血規格というのは、 3.日mでも使用可能という意味

のものでしかなく、一方全国どこででも使える4m規格が実質的には全国規格化している。

したがって3.65mという規格は、専ら軟田の羽柄材等だけが信奉しているローカル規格・

局地規格の観を呈している。

日上、首都圏の国産材需要のメジャー商品は3m-4m規格体系の主持材であり、して

みると、造彰を首都圏向けの羽柄材用としてー樟に3.白mに伐り、羽柄材をメジ+~商品

として販売する←ーという軟国産地の畢材生産は明らかに首都圏白国産材需要と@適合慢

を欠いている。

ところでいまや軟田の看板商品に成長した割角は首都圏では全然睡売されておらず、そ

の理由を秋田の章界はきまって「東京は芯持柱地帯だから{割角は売れない)Jと説明し、

またそう信じている。確かに先にみた如く現に首都圏で使用されている柱は芯持材である。

それなら、首都闇市場向けに芯持柱をつくるという発想がでて当棋とおもえる白だ方丈不

思議にそれは行われない.

しかも東京の問屋倒にいわせると、

I軟聞の章者は『荷物を送ってやる』という意識が強く、 『買って下さいJ r売って下さ

いJと頭を下げるのが雄い』だといい{前出名倉秋田会会長}、軟田の重界が首都圏に割

角の売込み(マーケティング)を図ったことはないのである。すなわち割角は首都圏で売

れないとの軟国主界の説は、なんら確たる根揮があるわけではなく単に亮ってみたことが

ないだけなのである.

また、首都圏での割角販売については枇田材問屋自身の限界も指摘されている。

「われわれ駄目材問屋というのは〔軟田彰以来〕伝統的に桓問屋なんです.だから元々角

駒に対する関心が薄い。小売屋だって軟田材問屋に角鞠を註文するという尭患はあまりで

てこないでしょう。割角も尾茸材や田辺材を撮ってきた角問屋とか、青梅・西川材などを

撮ってきた問屋のほうがうまく捌くかもしれませんね.J (前出名倉敷回全会長)0 

つまり、造杉時代に対応した売先が求められるにもかかわらず、現在の軟回業界の売先

は板中心である旧来の天彰時代田ままなのである.
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歴史的に最も関係が標くそしていまなお片思いに近いほど軟国産地の倒が執着し続けて

いる首都圏市場であるにもかかわらず、その首都圏市場についての軟田章界の情報たるや

かようにおそまつ極まりないものなのである.そしてさらに蛤末の悪いことにはそうした

自らの欠点について自覚すらしていないことである。だから以下のような常識では国りが

たいことが起こる。

駄目林産業界の本丸ともいうべき能代に進出した曇草木材カ¥.59年の春に(軟田でいう

ところの)小丸太から 3mのお寺住を揺り、そのことを『軟田木材通信』が『副製品は含

まない価格で・・・・仕入れ〔値〕の四・一倍、つまり、 d一三四，八二三円と江っJたこと

を報じた (59年5月16日号) 0 

すると rni一三万なにがしという単価は、とても考えられない単価だ」と大反響を呼び

( r軟田木材通信J59年5月却日号)、はては rr材通』はいい加減なことを書くJとい

う抗華さえまきおこったのである(r材通』主幹牛丸幸也氏麓)0 そしてこうした情報感

度の悪さこそがいまもなお造杉を3.65m造材にひきとどめ、 .. .fJ'¥丸太ーをただー俸に羽柄

材にしてしまっているのである。

以上にみてきたようなわが国林材重の負としての構造←斗官報(ニーズ)切断的生産・

擁通一ーの、いわば反世界として壷場してきたのが東揖槍という銘柄材といえよう。

(2) 東撞槍の商品論

たとえば車という商品を考えた場合、自動車メーカーは商品を直接ユーザーに匝売して

いるわけではないし、ユーザーもメーカーから直接買っているわけではない.しかしメー

カーはまず第一にユーザーを念頭に置いて車を豊造し、しかも直接の取引相手から各捷温

度階、そして量轄ユーザーに対して自社商品を保証し、常にその評価に闘心を払うであろ

つ。

ところが林材章の場合、一世に商品を通してメーカーとユーザーと@聞に、そのような

関係が成立しているとはいい離い.読通章者はもちろんメーカーも直接の取引相手に売っ

てしまえばそれでおしまい、しかも往々にして『売ってしまえばこっちのもの」といった

商法が罷り通っている.製材メーカーはユーザーのためにつくるという意踊に乏しく、だ

から自社商品の品質を保証するという体制には恒ど遣いの地唄設である.
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しかし東謹槍メーカーのものづくりのポリシーは、自動車等のメーカーのそれと変わる

ところはない。ユーザーに喜んでもらえない、ましてユーザーのことを考えないものづく

りは、彼らにとって商品ではない。このことを東謹槍メーカーは「製品はだれでもできる、

われわれは商品をつくるのだJと表現する.

そもそも「商品は他人に対する使用価値J (注1)である。とすれば商品生産というか

らには、ニーズの把握がその基本的ポリシーでなければならないであろう。

東撞槍の開発はメーカーの『売れるものをつくるJ 買手に評価されるものをつくる」

というユーザー志向=ニーズの把握から出発した。そしてそのようなメーカーの要求に適

合する原木を、原木市が広域的に集荷するというシステムを形属している。つまり東謹槍

はニーズを原木の生産過程まで反映させるシステムによって展立しているのである。

このように東畢槍の担い手群は生産過程と捷通過程が情報の伝導システムを形成しえて

おり、すなわちこれが東握槍という銘柄を属立させている構造なのである.

先に指摘したように、林木は多分に f住ってみなくては、換いてみなくては、売ってみ

なくてはーその価値は判らない」という性格が強いe だからこそ、ニーズの把握ーそ

のための市場情報の収集が、商品生産ー最にとって重要あるという目上に、林材章の場合

にはことのほか重要なのである。換言すれば、林材章はすぐれて情報産業でなければなら

ぬ内的必然性を強くもつ。したがって軟回の実態がその反面教師性を通して明らかにして

くれたように、林材重の近代化とはまさに情報産主としての高度化をその内実とすると

いってよい。

とすれば東撞槍とは、東謹槍をまさに商品生産として展開させた担い手群すなわち近代

的企業経営群によってつくられた、近代的商品の誕生であったといえるだろう.

(注1) カール・マルクス『責本論J (岩披文庫 f責本論{ー)第一巷第一分冊」

164頁)。なお、宇野弘蔵によれば夜の如くである。 rそれでは『商品の二要

因』としての価値にたいする使用価値とはいかなる使用価値であるか。それは

いうまでもないことであるが、 『他人のための使用価値』である.もちろん、

それはエンゲルスも付言しているように『たんに他人のための使用価値という

だけではない。.-. . .生産物が商品と属るためには、それが使用価値として世立

つ人の手に、交換によって移転されなければならない』のであるが、それは商

品が価値であるということから当然に生ずる規定であるo r中世の農民は、頓
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主のために、年貢としての聾物を、僧侶のために、十分のー麗としての豪物を

生産した』のであるが、それは商品として生産せられたわげではない，したが

ってまた、農民にとっては価値としてあったわ廿ではない.価値としての蜜鞠

の使用価値は、商品によって規定せられた『他人白ための使用価値』としてあ

るわけである。いいかえれば植の種々なる憤用価値を有する商品と質的にー樺

な、たんにその量を異にするにすぎないという価値を有する商品の『他人のた

めの使用価値』としてあるのである.

したがって商品は、必ず抽人に交換して嵩草されなげればならない.そうで

なければ慣用幅値にもならないことになる。商品は、価値であり、使用価値で

あるということは、いいかえれば商品として規定せられた『他人白ための使用

価値』であることを意味する白であるo J (宇野弘蔵 r価値論』青木書庖H闘

年、訂頁)。
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新名古屋木材市場『新名古屋木材ニュース』昭和守口キbF¥雪白雪

大日本山林曾編『明治林業逸史績編』大日本山林曾、昭和6年

中部木材新国社『中部木材新閏』協和ロキ 8~i48号

東海木材相互市場『缶年白あゆみ』昭和55年

東海木材相互市場『東海木材相E市場商報Ja~~D Sq年間

東京都経済局「車材品のす桂および表示事項の調査結果』各年報告書

名古屋市売木材『名古屋木材通信JBM.ロ3041~2q 目

名古屋営林局「人工林スギ・ヒノキ材市場調査報告書(I)J昭和47年

H聾住宅資材『日集商報』昭和4b~干4ß

日刊木材新国社 r日朝j木材新聞JH&和百年lJ:¥へ日M.0'10与1'2月

日本林章程諦新聞社 r林経新闇』協和斗l4-gJl228

農林新報社『農林新報』昭和41卑%JBO日

能代木材産重史編集委員会『睦代木材産量史』能代木材産主連合会、昭和54年

野添憲治『私の生きてきた道一一能登斌治国き書き』新人物柱来社、昭和51年

半田良一・森田学編著 r日本林業の進路をさぐる(1 ) 一ー磨丸太林業と良質材生産一一

一』日本林業協会、昭和54年

本田木材『木の目新報』日E伯祐~6tl14日

松医木材『松医木材三十年史』昭和団年

真砂典明・村尾行ー『間使材を有利に匝売するにはJ (塩口勝美監修『間伎のすべて』日

本林主調査会、昭和55考人所収)

義国学「林重における産地形成と轟林組合白投割J r農林金融』担1号、 1917年

轟回学主査 r最近の愛媛県林業生産をめぐる諸問題』愛媛県農林水産部林政課・愛媛県林

重労詰問題研究会、昭和泊年

問、 『謹賀県にお廿る木材交持読通構造調査報告書』滋賀県豊林部、昭和指年

問、 『謹賀県におげる木材交錆読通構造調査報告書 (D)J滋賀県農林弘昭和5!}!年

村尾行-r緑のコンビナート一一山林に国富存す一一』清文社、昭和56年
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問、 『軟回すぎ(人工林スギ)産地詫柄化推進のための国有林材の生産・販売について』

軟国営林局、昭和57年

問、 『人間・轟林系の経済学』都市文化社、 1招3年

間、 『山村のルネサンス』都市文化社、 1飽4年

村尾行ー主査 r秋田県下能代山本地区モデル定住圏構想推進のための林業・林産量の対応

のあり方』林野庁、昭和田年

問、 『地方定住促進のための「憶のコンビナート構想JJ林野庁、田和田年

問、 『活路開拓ビジョン実現化事業報告書一一美作材銘柄化の実現一一』岡山県木材憧同

組合連合会、昭和5拝

問、 『日田・玖珠モデル定住固における轟林資揮を活用した地域量興方躍に関する調査報

告書』林野庁・大分県・日本林主設衛協会、昭和田年

村尾行一編著『東撞槍物語J都市文化社、 1983年

岡、 『桑原木材J桑原木材抵式会社、昭和田年

林業新聞社『林業新国』昭和417寺雪月~日861キ12月

林材新間社『林材新闘』臨キロ30キIO~1 1""j日

林野庁『木材市場動向の観調』各年度版

問、 r昭和泊年度林業白動向等に関する年次報告』

問、 『林重の動向に関する年次報告』各年度版

問、 r名古屋市場を中心とする木材読通機構等の調査研究報告書』昭和34年
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